
応
.仁

の
乱
関

係
軍

記

書

誌

目
録

稿

和

田

英

着

コ

副

一

概

・
説

ド
〔

応
仁

の
乱

は
、
室
町
時
代
末
期
、
幕
府

を
中

心
と
し
て
繰

り
広
げ
ら
れ
た
有

ガ
守
譲
大
各

の
対

立
抗
争

で
訪
る
。

こ
の
乱

は
各
部
所

に
甚
大
な
影
響
を
与
え

た
が
、
中
で
も
旧
支
配
層

の
経
済
的
基
盤

で
あ

っ
た
荘
園
制

は
壊
滅
的
打
撃
を

受

け
、

ま
た
、
幾
世
紀

に
も
わ

た

っ
、て
培
わ

れ
て
き
た
申
央
集
権
体
制
も
、

こ

ご
に
終
熔
す

る
。

こ
の
結
果
、

生
活

の
拠
軌
ど

こ
ろ
を
失

っ
た
貴
族

・
僧

侶

は
、
新
天
地
を
求

み
て
地
方

に
下
り
、
文
化

の
拡
散
化
と

い
う
副
産
物
を
も
た

ら
七
た
◎
レ

か
し
、
下
剋
上
は
時
代

の
風
潮

と
し

て
彌
漫
し
、
や
が
て
戦

国
乱

世

へ
と
突
入
し

て
い
く
。

こ
の
よ
う
な
諸
現
象
を
惹
き
起
し
た
応
仁

の
乱
は
、

日
本
史
上
N

特
異
な
位
置
を
占

め
る
内
乱
で
あ

っ
た
と

い
、え
よ
う
。
尾

ゐ

に
も
か
か
わ
ら
ず
、

こ
の
乱

に
関
し
て
は
不
明
な
点
が
多

い
。

そ

の
原
因

は

い
ろ

い
ろ
考
え
ら
れ

る
ぶ
、、
何
と

い

っ
て
も
、
概
そ

の
も

の
の
瞹

昧
さ

に
よ
る

と

こ
敏
炉
大
き

い
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
乱

の
当
事

者
た
ち
自

身
が
、
そ

の
意

義
を
見
出
せ
な

い
ま
ま

に
戦

っ
て

い
る
、
応
仁

の
乱
と
は
そ

の
よ
う
な
争
乱

で

は
な
か

っ
た
か
と
想
像
す

る
。

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

へ

こ
の
応
仁

の
乱

の
わ

か
り

に
く
さ
を
解
明
す
る
た

め
に
、
歴
史
家
は
諸
史
料

を
博
捜

し
た
が
、
そ

れ
は
乱

に
取
材
し

た
稗
史

の
類
、
す
な
わ
ち
、
『
応
仁
記
』

な
ど

に
ま
で
及

ん
だ
。
し

か
し
、
当
然

の
こ
と

で
は
あ
る
が
、

こ
れ
ら
は
歴
史

学

の
分
野

に
お
い
て
は
参
考
資
料

と
し

て
し
か
扱
わ
れ
ず
、
従

っ
て
本
格
的
な

研
究
対
象

と
は
な
り
得
な
か

っ
た
。
と

こ
ろ
が
、
最
近
、

こ
れ
ら
を
文
学

の
面

か
ら
追
究
し

よ
う
と
す
る
気
運
が
生
じ

て
き
允
。
本
稿

は
そ

の
基
礎

を
な
す
も

の
で
あ
る
。

こ
れ
ま

で
、

『
応
仁
記
』
と

い
え
ば
、
群
書
類
従

巻
三
七
六
所
収

の
三
巻
本

を
さ
す

の
が
通
例
で
あ

っ
た
。

と
こ
ろ
が
、
松
林
靖

明
氏

の
研
究

に
よ
れ
ば
、

こ
の
三
巻
本
は

二
巻
本

『
応
仁
記
』
と

『
応
仁

別
記
』
と
を
編
纂

・
整

理
し
て
成

立
し
た
も

の
と

い
う

(「
応
仁
記
試
稿
-

類
従
本
の
成
立
と
性
格
を
中
心
に
ー

」
F

『古
典
遺
産
』
第
二
十
号
昭
和
四
十
四
年
十
二
月
、

「応
仁
の
乱
と
軍
記
ー

応
仁
別
記

の
場
合
i

」

『軍
記
と
語
り
物
』
第
十

一
号
昭
和
四
十
九
年
十
月
。

松
林
氏
は
三
巻
本

と
し
て
類
従
本
、
二
巻
本
と
し
て
尊
経
閣
文
庫
本
を
使
用
)
。

こ
の
松
林
説

の
見
取
り

[12
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図
は
、

二
巻
本

・、'
『
応
仁
別
記
』

・
三
巻
本

の
三
者
を
比
校

す
る
と
き
、
容
易

に
首
肯
さ
れ
る

の
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
現
在
、

『
応
仁
記
』
と
し

て
流
布
し

て
い
る
三
巻
本
は
後

世
の
編
纂

に
か
か
り
、
そ

の
基

と
な

っ
た

の
は

二
巻
本

で

あ
り
、
・
『
応
仁
別
記
』

も
参
酌

さ
れ
た
と
考

え
ら

れ
る
。

と
ζ
ろ
が
、
尾
崎
雅
嘉
は
そ

の
著

『
群
書

一
覧
』

(享
和
元
年

〈
一
八
〇

一
〉

序
、
翌
年
刊
〉

に
お
い
て

『
応
仁
記
』
を

二
巻
と
し
、
続

い
て

「
原
本

一
巻
也
」

と
注
記

し
て
い
る
亙

こ
の
注
記
が
何

に
基
く
も

の
か
固
よ
り
不
明
で
あ
る
が
、

し

か
し
、
博
識
を
も

ρ
て
鳴
る
雅
嘉
が
恣
意
に
付
し
た
注
と
も
思
え
な
い
。
や

は
り
、

こ
れ
ば
当
時
流
布
本

の
位
置

に
あ

っ
た
と
考

え
ら

れ
る
寛
永
十
年
整
版

本

(
あ
る
い
は
ぞ
0
基
と
な
っ
,た
元
和

・
寛
永
古
活
字
版
と
も
)
に
よ

っ
て
応
仁
記
を

二
巻
と
し
、
.こ
れ
と
、
す
で
に
属
目
し
て
い
た
で
あ
ろ
う

一
巻
本
と
を
比
校
し

た
結

果
、
雅
嘉

は
、一
巻
本

を
原
態

と
見
、
如
上

の
注
記
を
施
し
た
も

の
と
思
わ

れ
る
。

、・、こ

の
雅
嘉

の
注
記

に
よ

っ
て
、

『
応
仁
記
』

一
巻
本
は
、

い
わ
ば
か

伽
諢
と

し
て
研
究
者

に
意
識
さ

れ
て
き
た
が
、
・そ

の
所
在
は
確
認
さ
れ
な
か

っ
た
。

と

こ
ろ

が
、
近
時
、
・
一
巻

本
形
態

の
宮
内
庁

書
陵

部
蔵
本

ゆ
建
仁
寺
塔

頭
両

足
院

蔵
本

.
加
賀
市
立
図
書
館
蔵
本

・
東
京
大
学
史
料
編
纂
所
蔵
本
が
管
見

に
入

っ

た
。
こ

の
う
ち
、
東

大
史
料
編
纂
所
本

は
、

明
治

三
十

七
年
、
両
足
院
本
を
史

料
編
纂
所
側
で
謄
写

し
た
も

の
だ
か
ら
、
実
質
的

に
は

三
本

の
所
在
確
認
と

い

う

こ
と
に
な
る
ゆ
・、こ
の
現
存

一
巻
本

ど
、
雅
嘉
が

『
応
仁
記
』

の
原
本
と
見
た

↓
巻

本

と
が
、
同

一・系
統
本

で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る

こ
と

の
考

証
は
、
古
典
文

庫

『
応
仁
記

・
応
仁
別
記
』
、
(近
刊
〉
.
「
解
説
」
で
行

っ
た

の
で
、
省
略
す

る
。

さ

て
、

一
巻
本

ど
二
巻
本

(
尊
経
閣
本
な
ゼ
)
の
違
い
は
、

一
巻
形
態

で
あ

る

か
二
巻
形
態

で
あ
る

か
と

い
う
点
を
除
く
と
、

た
だ

一
事
、
「巻
頭
部

に

『
野
馬

台
詩
』
と
そ

の
注
解
と
が
存
す
る
か
否
か

の
違

い
で
あ
る
汐

一
巻
本

忙
億
そ
れ

が
あ
り
、
鈴
鹿
本
以
外

の
二
巻
本

に
は
そ
れ
が
、な

い
。

こ
の

』「巻
本
と
二
巻
本

の
先
後
関
係
、

お
よ
び

一
巻
本

の
成
立
年
代

・
作
者

に

つ
い
て
も
、
前

記

「
解

説
」

で
述

べ
た
。
そ

の
結
論

の
み
を
記
せ
ば
、

一
巻
本
ぶ
先
出

で

あ

つ

て
、

『
応
仁
記
』

の
原
態
を
今

に
伝
え
る
も
の
で
あ
る
こ
と
、
そ
の
成
立

は
長
享

二

年

(
一
四
八
八
)

七
月

以
降
数
年
間

と
考

え
ら

れ
る
こ
と
、

作
者
は
出
家
し
た

貴
族
、
も
し
く
は
寺
院
関
係
者
で
あ
り
、
し

か
も
京
都
周
辺

に
在
住
し

て
乱
を

実
際

に
体
験
し
た
人
物

で
あ
る
こ
と
な
ど

で
あ

る
。

そ

の
他
、

「
解

説
」
た

お
い
て
は
、

『
応
仁
別
記
』
や
三
巻
本

忙
つ
い
て
も

考
察

し
た
。

こ
れ
に
よ

っ
て
捉

え
ら
れ
た

『
応
仁
記
』

の
変
遷
過
程

は
、
以
下

の
と
お
り

で
あ
る
。
ま
ず
、
応
仁

の
乱
が

一
応

の
終
結
を
見
た
十
五
世
紀
末

、
一

巻
形
態

の

『
応
仁
記
』
が
成
立
し
た
。
そ

れ
は

.『
聖
徳
太

子
未
来
記
』

と
並
ぶ

わ
が
国

の
代
表
的
な
予
言
書
、

『
野

馬
台
詩
』

に
予
見
さ

れ
た
修
羅
闘
諍

の
世

界
を
、
後

世

に
伝
え
よ
う
と
す
る
屯
の
で
あ

っ
た
。
や
が

て
、

一
巻
本
は
上

・

下
巻
に
分
た
れ
て
、

二
巻
本

が
派
生
し
た
。

こ
の
と
き
、

『
野
馬
台
詩
』
が
削

除
さ
れ
た
の
で
あ
ろ
う
か
、
鈴
鹿
本
を
除
く
他
の

二
巻
本

に
は

こ
れ
が
な
い
。

ヘ

へ

他
方
、

一
巻
本

・
(含
二
巻
本
)

と
は
違

っ
た
視
点

か
ら
、
そ

の
別
記

た
る

『
応

仁
別
記
』
が
書

か
れ
た
。
恐
ら
く
赤
松
氏
に
関
係

の
あ
る
者

の
手

に
よ

っ
て
書

か
れ
た
も

の
で
あ
ろ
う
が
、
そ

の
成

立
は
、
群
書
類
従

巻
三
七
四
所
収

『
嘉
吉

記
』
を
主
た
る
典

拠
と
し
て

い
る

こ
と
な
ど
か
ら
、
十
六
世
紀

(そ
の
後
半
か
)

の
こ
と
と
考
え
ら
れ
る
。
」
そ
し
て
》

こ

の

一
巻
本

(含
二
巻
本
)

を
中
心
資
料

と
し
て
、
こ
れ
に

『
応
仁

別
記
』

を
参
酌
し
な
が
ら
、
三
巻
本
ぷ
編
纂
さ
れ
た
。

そ
れ
は
十
六
世
紀
末

以
降

の
こ
と
と
思
わ
れ
る
が
、
編
纂
者
は
不
明

で
あ
る
。

付
言

す
る
と
、

三
巻
本

の
う
ち

で
も
、
編

纂
初
期

の
形
態
を
留
め
る

の
は
、
島

原
松
平
文
庫
本

で
あ
ろ
う
。
松
平
本

に
は
、
類
従
本

『
応
仁
記
』
・
巻
三
の
第

十

三
章
、
す
な
わ
ち
全
編

の
最
終
章

が
な
い
。

こ
の
章

段
は
～
「
山
名

入
道
逝
去
之

『
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事
仕
漢
竇
嬰
事
」

の
章
名

に
示
さ
れ

て
い
る
よ
う

に
、
応
仁

の
乱

に
お
け
る
東

西

の
主
将
、
山
名
宗
全
と
細
川
勝
元
と

の
逝
去
を
叙
述
し
た
も

の
で
あ
る
。
従

来
、

『
応
仁
記
』

は
文

明
五
年

(
一
四
七
三
)

後

間
も
な
く
の
成

立
、
と
考

え

ら

れ
て
き
た
。
そ
れ
は
類
従
本
が
、
文
明
五
年

の
宗
全

・
勝

元
逝

去

の
記
事

で

擱
筆
さ

れ
て
い
る

こ
と
に
よ
る
も

の
で
あ

っ
た
。
と

こ
ろ
が
、馳
既

述

の

よ
う

に
、
類
従
本
、
す
な
わ
ち

三
巻
本
は
十

六
世
紀
末
以
降

に
編
纂

さ
れ
た
も

の
で

あ
り
、
し

か
も
従
来

の
成
立
説

の
論
拠
と
な

っ
た
宗
全

・
勝
元
逝
去

の
記
事
が

増
補
さ

れ
た
も

の
と
い
う

こ
と
に
な
る

と
、
通
説
は
全
面
的

に
否
定
さ
れ
な
け

れ
ば

な
ら

な
い
。

以

上
の
解
説

に
よ
り
、

こ
の

一
巻
本

『
応
仁
記
』

と

『
応
仁
別
記
』
と
が
応

仁

の
乱
関
係
書
中

で
特

に
価
置

あ
る
こ
と
に

つ
い
て
は
、
最
早
、
贅
言
を
要
し

な
い
で
あ
ろ
う
。
以
下
、
両
書
を
中
心

に
、
管
見

に
入

っ
た
応
仁

の
乱
関
係

の

軍
記

に

つ
い
て
、
そ

の
書
誌
要
目
を
掲
出
し
た

い
。

な
お
(
今
後
、
単

に

『
応
仁
記
』
と

い
え
ば

二
巻
本
を
含

め
て

一
巻
本
を
さ

す

こ
と
に
す
る
が
、

そ
の

一
巻
本

と

『
応
仁
別
記
』

の
実
際

に

つ
い
て
は
、
近

刊
予

定
の
古
典
文
庫

『
応
仁
記

・
応
仁
別
記
』
を
参
照
さ
れ
た

い
。

コニ

応

仁

の
乱

関

係

軍

記

伝

本

考

〔

応
仁

の
乱

に
関
す

る
軍
記

を

『
周
書
総
目
録
』

(以
下
、

『総
目
録
』
と
略
称
)

に
よ

っ
て
摘
載

す
る
と
、
次

の
よ
う
に
な
る
。
以
下

の
略
号

の
う
ち
、
⑳
は
別

名
、
㊥

は
写
本
、
㊥

は
版
本
、
⑭

は
活
字
本

で
あ
る
。
ま
た
、
第
八
巻

「
補
遺

編
」

の
記
事

は
、
適
宜
、
該
当
箇
所

に
挿
入

し
た
。
所
蔵
者

の
略
号
は
、

『
総

目
録
』

の

「
凡
例
」

を
参

照
さ
れ
た
い
。

ω
応
仁

外
記

一
冊
⑤
宮
書

・
彰
考

②

応
仁
元
年

京
都
合

戦
次
第

一
冊
⑤
萩

毛
利
家

⑧
応
仁
記

二
巻

二
冊
㊧
内
閣

(「
応
仁
別
記
」、
三
巻
三
冊
、
類
従
本
応
仁
記
)

(
摂
津
徴

=

一
、
抄
)

(
軍
記
抜
書
の
内
)

・
鶴

舞

(三
冊
)

・
鈴
鹿

・
尊
経

(
一
冊
)

・
穂
久
邇

(
一
冊
)

・
無
窮
平
沼

・
竜

門

(上
巻
の
み
、
永
禄
六
写

一
冊
)

・
旧
海
兵

(
二
冊
)

(
一
冊
)

・
宮
書

(室
町
写

一
冊
)

㊧
寛
永
古
活

字
版
-
東
洋
岩
崎

(
一
冊
)

・
東
大

(
一
冊
)

・
岩
瀬

.(
一
冊
)

.
茶
図
成
簣

●
大
東
急
、
寛
永

一
〇
版
ー

(内
閣
文
庫
以
下
、
各
所
に
所
蔵
。
省
略
)
寛
永

一
二
版
-
延
岡
内
藤
家

(
一
冊
)
、
寛

永
版
ー
茶

図
成
簣

・
竜
門

(
一
冊
)、

刊
年
不

明
-
岡
山
大
池
田

・
日
比
谷
加
賀

・
浅

野

・
刈
谷

・
米

沢
興
譲

.

茶

図
成
簣

簣

・
彰
考

・
神
宮

・
丸
山

・
陽

明
⑭
群
書
類
従
合
戦

.
日
本
歴

史
文
庫

一
一

㈲
応
仁
私
記

一
冊

㊥
内
閣

・
宮
書

・
東
大
史
料

(
東
京
都
山
内
徳
三
郎
蔵
本

写
)

・
早
大
⑤
史
籍
雑
纂

一

㈲
応
仁
大

動
乱
記

一
冊
㊧
東
大
史
料

(建
仁
寺
両
足
院
蔵
本
写
)

⑥

応
仁
乱

記

一
冊
⑤
宮
書

ω
応
仁
別
記

@
国
会

(
一
冊
)

・
内

閣

(
一
冊
本
二
部
)
(
二
冊
)
(彰
考
蔵
本

写

一
冊
)

・
静
嘉

(
一
巻
)

・
宮
書

(
一
冊
)

・
東
大

(大
田
南
畝
識
語
、'
安

永
七
写

一
冊
)
(文
化

一
〇
写

一
冊
)

・
島
原

(三
冊
)
・
鶴
舞

・
彰
老

(
一
冊
)

・
神
宮

(
一
冊
)
(
二
冊
)

・
天
理

(江
戸
初
期
写

一
冊
)

⑭
群
書
類
従

合
戦

・
日
本

歴
史
文
庫

二

⑧
応
仁
略

記

二
巻

一
冊
㊥
鶴
舞

・
彰
考

(
二
部
)
⑭
群
書
類
従
合
戦

⑨
細
川
勝
元
記

⑤
内
閣

・
東
大

・
鶴
舞

・
幸

田
成
友
⑭
改
定
史
籍
集
覧

13

・
続
群

書
類
従
20
輯
上

こ
の
外
、

『
重
編
応
仁
記
』
や

『
絵
本

応
仁

記
』

が
あ
る
。

し
か
し
、

前
者

は
宝
永

三
年

(
一
七
〇
六
)

に
小
林
正
甫

に
よ

っ
て
編
纂
さ

れ
た
も

の
、
後
者

は
高
井
蘭
山
編
、
渓
斎
英
泉
画

に
よ
り
、
文
政
九
年

(
一
八
二
六
)

に
刊
行
さ

一
14
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れ
た
も

の
だ
か
ら
、
当
面

の
考
察
か
ら
除
外
す
る
。

さ

て
、
私

に
付

し
た
番
号
ω

『
応
仁
外
記
』

の
項
掲
出

の
書
陵
部
本
と
彰

考

館
本

は
、

書
名

こ
そ
異

る
が
、

内
容
は
紛
う
方
も
な

い

『
応
仁
別
記
』

で
あ

る
。

こ
の
た

め
、

『
総
目
録
』

の

「
応
仁
外
記
」

の
項
は
、

ω

の

「
応
仁

別

記
」

の
項

に
収
斂
さ
れ
る
。

な
お
、

内
閣
文
庫
蔵

『
応
仁

別
記
』

四
部

の
う

ち
、

「
彰
考
蔵
本
写

」
と
あ
る

の
は
彰
考
館
蔵

『
応
仁
外
記
』

の
忠
実
な
転
写

本

で
あ
り
、
恐
ら
く
ω

の
書
陵
部
本

も
同
様

と
思
わ

れ
る
。

②

は
、
現
在
、
萩
毛
利
家
か
ら
山
口
県
文
書
館

に
移
管

さ
れ
て
い
る
。
書
名

の

と

お
り
、
応
仁
元
年

に
京
都
市
中

で
展
開
さ
れ
た
合
戦

の
模
様
を
、

一
つ
書
き

で
綴

っ
た
も

の
で
あ
る
。
本
書
と
親
本
を
同
じ
く
す
る
も

の
に
㈲

の

『
応
仁
私

記
』

の
項

に
掲
出

の
東
大
史
料

編
纂

所
本

が
あ
る
。
こ
の
史
料
編
纂
所
本

は
山

内
徳

三
郎
氏
蔵
本
を
明
治
三
十
七
年

に
謄
写

し
た
も

の
だ
が
、
料
紙
破
損

の
模

写
や
書

体

の
酷
似

、
頭
注
の

一
致

な
ど

か
ら
、
山

口
文
書
館
本
と
兄
弟
関
係
を

な
す
も
の
と
思

わ
れ
る
。
但
し
、
史
料
編
纂
所
本
は
山

口
文
書
館
本

の
本
文
完

結
後

に
さ
ら

に
二
種

の
文
言
を
付
加
し

て
い
る
。
㈲

の
『
応
仁
私
記
』
の
項
に
掲

出

さ
れ

て
い
る
史
籍
雑
纂
本
は
、

こ
の
史
料

編
纂

所
本
を
底
本

に
し

て
い
る
。

㈲
は
既
述
し
た

一
巻
本

・
二
巻
本

・
三
巻
本

が
混
在

し
て
い
る
の
で
、
整

理

す
る
必
要
が
あ
る
。
ま
ず
、
内

閣
文
庫
蔵

と
し
て
挙

っ
て
い
る
三
部

の
う
ち
、

「
類

従
本
応
仁

記
」

と
あ
る
の
は
群
書
類
従

『
応
仁
記
』

の
原
本

で
あ
る
が
、

こ
れ
は
三
巻
本

で
あ

る
。

ま
た
、
残
り

の
二
部
は

二
巻
本
を
抜
書
し
た
も

の
で

あ
り
、
特

に
掲
載
す
べ
き
も

の
と
は
思
え
な

い
。
次

の
鶴
舞
本

と
無
窮
会

平
沼

本
は
、

い
ず
れ
も
三
巻
本

で
あ
る
。
ま
た
、

写
本

と
し
て
挙

っ
て
い
る
穂
久
邇

本

は
寛

永
十
年
整

版
本
で
あ
る
が
、

一
部
補
写

の
た
め
、
写
本

と
誤
認
さ

れ
た

も
の
ら

し
い
。
旧
海
兵
本

二
部

は
、
現
所
在
不
明

で
あ

る
。

こ
れ
以
外

の
本
、

す

な
わ
ち
鈴
鹿
本

・
尊
経
閣
本

・
竜
門
本

・
書
陵
部
本

・
古
活
字
本

・
整
版
本

が
、

一
巻
本

・
二
巻
本

に
相
当
す

る
。
新
た

に
付
加
す
べ
き
も

の
と
し
て
は
、

写
本

で
は
建
仁
寺
塔
頭
両

足
院
蔵
本

㌔
加
賀
市
立
図
書
館
蔵
聖
藩

文
庫
本
、

そ

れ

に
㈲

の

『
応
仁
大
動
乱
記
』
が
あ
る
。

こ
の

『応
仁
大

動
乱
記
』

は
、
明
治

三
十
七
年

に
上
記

の
両
足
院
本

を
史
料
編
纂

所
で
謄

写
し
た
も
の
だ

か
ら
、
両

足
院
本

に
吸
収

さ
れ
る
こ
と
に
な
る
。
古
活
字
本

で
は

「
寛
永
版
」
と
し

て
挙

っ
て
い
る
竜

門
本

が
、
元
和

・
寛
永
頃
刊

の
古
活
字
版

で
あ
る
。
'寛
永
十
年
整

版
本

と
し
て
は
、
市
立
函
館
図
書
館

・
岩
手
大
学
付
属
図
書
館

・
石
巻
市
立
図

書
館

・
国
文
学
研
究
資
料
館

(史
料
館
)
・
加
賀
市
立
図
書
館

(聖
藩
文
庫
)

・
和

歌
山
大
学
付
属
図
書
館
真
砂
町
分
館

(紀
州
藩
文
庫
)

・
河
野
信

一
記
念
文
化

館

.
大
洲
市
立
図
書
館

(矢
野
玄
道
文
庫
)

・
佐
賀
大
学
付

属
図
書
館

(小
城
鍋

島
文
庫
)

・
武
雄

市
教
育
委
員
会

(鍋
島
文
庫
)

・
県
立
大
分
図
書
館

(
碩
田
叢

書
)
蔵
本

が
あ
る
。

ま
た
、

『
総

目
録
』

で

「
刊
年
不
明
」

の
項

に
掲
出
さ
れ

て
い
る
も

の
の
う
ち
、
岡
山
大
学

(池
田
家
文
庫
)

・
日
比
谷
図
書
館

(加
賀
文

庫
。
現
在
、
都
立
冲
央
図
書
館
に
移
管
)

・
刈
谷
市
立
図
書
館

・
米
沢

市
立

図
書
館

(興
譲
館
文
庫
)

・
お
茶

の
水
図
書

館

(成
簣
堂
文
庫
)

・
彰
考
館

・
神
宮
文
庫

蔵
本
は
、
炉
ず
れ
庵
寛

永
十
年
整
版
本

で
あ
る
。

こ
の
本

は
時

に
古
書
肆
目
録

に
載
る

こ
と
も
あ
り
、

ま
だ
各
所
に
蔵
さ

れ
て
い
る
も

の
と
思

わ

れ

る
。

な

「お
、
活

字
本

と
し
て
掲

出
さ
れ
て
い
る
群
書
類
従
本
は
、

い
う
ま

で
も
な
く
三

巻
本

で
あ
る
。

ま
た
、

日
本
歴
史
文
庫
本
は
寛
永
十
年
整
版
本
を
底

本
に
し
て

い
る
が
、
国
立
属
会
図
書
館

で
特
別
本
扱

い
を
さ
れ

て
い
る
よ
う
に
、
今
で
は

稀
覯
本

と
な

っ
て
し
ま

っ
た
。

㈲

の

『応
仁

私
記
』

の
う
ち
、
内

閣
本

・
早
大
本

は
続
群
書
類
従
巻

五
七
八

や
改
定
史

籍
集
覧
所
収

の

『
応
仁
乱

消
息
』

で
あ
る
。

こ
れ
は
応
仁

の
乱

に
取

材

し
た
「
往
来
物
」
だ

か
ら
、当
面

の
考
察

か
ら
除
外
す

る
。
ま
た
、書
陵
部
本

は
、

⑥

の
『応
仁

乱
記
』
書
陵

部
本

の
転
写
本

で
あ
る
と
こ
ろ
か
ら
、
そ
の
項

に
移
す

。

「
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、.
紛

の

『
応
仁
大
動
乱
記
』
は
、
、
㈲

項
の
解

説
で
触

れ
た
よ
う
に
、
両

足
院
本

を
史
料
編
纂
所
側

で
謄
写
し
た
も

の
で
あ
る
。
そ
れ
は

こ
の

『
応

仁

大

動

乱

記
』
が
模
写
し

て
い
る
親
本

の
破
損
部
分
と
、
両
足
院
本

の
実
際

の
破
損

部
分

と
ぶ

一
致
す
る

こ
と
か
ら

、
明
白
で
あ
る
。
た
だ
、

現
在

の
両

足

院

本

に

は

「
応
仁
大
動
乱
記
」
と

い
う
書
名
は
な
い
。
両

足
院
本

の
現
在

の
体
裁

を
吟
味

し

て
も
、
史
料

編
纂
所
側
で
謄
写

し
た
明
治

三
十
七
年
時
点

で
、
そ

の
よ
う
な

書
名
が
あ

っ
た
と

い
う
徴
候
は
認
め
ら
れ
な
い
。
史
料
編
纂
所

で
恣
意
的

に
付

し
た
書
名
と
も
思
え
ず
、
少
し
く
疑
問
演
残
る
。

⑦

の
、
『
応
仁
別
記
』

諸
本
中
、

島

原
公
民
館
蔵
松

平
文
庫
本

は
、

内
題

は

.「
応
仁
別
記
」
(外
題
は
後
補
題
簽
で

「新
撰
応
仁
別
記
し
)
な
が
ら
、
既
述

し
た
よ

う

に
、
、い
わ
ゆ
る
三
巻
本

で
あ
る
四

ま
た
、

彰
考
館
本

も
書
名

は

「
応
仁

別

記
」
だ
が
、

三
巻
本

で
あ
る
。
次

の
神
宮
文
庫

に
は
、

『
応
仁

別
記
』

と
し

て

一
冊
本

と
二
冊
本

の
二
部

が
所
蔵
さ

れ
て
い
る
よ
う

に
記
載
さ

れ
て
い
る
。

こ

の
う
ち
、

二
冊
本

の
方

は
確

か
に

『
応
仁
別
記
』

で
あ

る
が
、

一
冊
本

の
方

は

三
冊
本

の
誤
砂

で
、
し

か
も

「
応
仁
別
記
」

の
書
名
を
有
し

つ
つ
も
、
実
は

三

巻
本

で
あ

る
。

以
上

を
除

い
た
残
り

の
諸
本
が
、
.『
応
仁
別
記
ト

に
該
当
す
る
。

新

た
に
付
加

す
べ
き

竜
の
と
七
て
は
筆
者
架
蔵
本
ぶ
あ

る
が
、

こ
れ
は
静
嘉
堂

本

と
同

じ
く
伊
勢
貞
丈
本
を
祖
本

に
し

て
い
る
。
な
お
、
書
陵
部
本

・
東
大
本

・.(文
化
十
年
書
写
本
)

.・
鶴
舞
本

の
三
本
は
、
弘
文
院
春
斎

(林
鵞
峯
)

本
を
祖

本

と
す
る
同

一
系
統
本

で
あ

る
漁

(
東
大
図
書
館
蔵
大
田
南
畝
識
語
本
は
、
弘
文
院

春
斎
本
に
よ

っ
で
校
合
し
て
い
る
)

ま
た
、

群
書
類
従
以
外

に
、

『
応
仁
別

記
』

の
版
本

は
管
見

に
入
ら
な

い
。
版
行
さ
れ
な
か

っ
た
も

の
と
思
わ
れ
る
。

「
⑧

の

『
応
仁
略
記
』

は

『
総
目
録
』
記
載
ど
お
り
、
紛

の

『
細
川
勝
元
記
』

諸
本
中
、
鶴
舞
本

は
戦
災

で
焼
失

し
て
い
る
。
ま
た
、
書
陵
部

に
続
群
書
類
従

本

の
原
本
淋
あ

る
ρ

な
お
ふ
幸
田
成
友
旧
蔵
本

は
大
部
分
慶
応
義

塾
大
学
付

属

図
書
館

に
収
蔵
さ
れ

て
い
る
が
、
本
書

は
当
館

に
蔵

さ
れ

て
い
な

い
。
新

た
に

付
加

す
べ

き
も

の
と
し

て
は
、
加
賀
市
立
図
書
館

(
聖
藩
文
庫
)
蔵
本
が
あ

る
。

以
上

の
概
観

に
よ
り
、
,
既
掲

の
応
仁

の
乱
関
係
軍
記

、↓
覧
を
補
正
す
る

と
、

次

の
よ
う
に
な
る
。

e
淋
繁

都
合
戦
次
第

再

僧

旻

書
館
・
東
大
史
料
(東
京
都
山
内
徳

三
郎
蔵
本
写
。
書
名

「応
仁
私
記
」)
⑭
史
籍
雑
纂

一

⇔
応
仁
記

(
一
巻
本
)
⑤
宮
書

(室
町
写

一
巻
)

・
建
仁
寺
両
足
院

(
一
巻
〉

・

東
大
史
料

(両
足
院
本
写
。
書
名

「応
仁
大
動
乱
記
」)
・
加
賀
聖
藩

(
一
巻
)

・

鈴
鹿

(
二
巻
)

・
竜
門

(上
巻
の
み
、
永
禄
六
写
)

・
尊
経

(
二
巻
)

・
旧
海

兵

一(
二
冊
×

一
冊
)
㊧
元
和

・
寛
永
古
活
字
版
ー

竜
們

・
茶

図
成
簣

・・東

洋

〆岩
崎

・
大
東
急

・
岩
瀬

・
東
大
、

寛
永

一
〇
版
」

内
閣

(
二
部
)

・
静
嘉

.
棺
書

(
二
部
)

・
大

谷

・
九
大

・
京
大

・
慶
大
斯
道

・
東
大

(
二
部
)

・

ゴ
東

北
大

狩
野

・
早
大

(
二
部
)

・
秋
田

・
京
都
府

・
高

知

・
宮
城

・
山

口

.
広
島
中
央

.
米
沢

(
二
部
)

・
栗

田

・
神
宮

(
二
部
)

・
穂

久
邇

(
一
部

補
写
)

・
陽

明

。
岡
山
大
池
田

.
都

立
中
央
加
賀

・
刈
谷

・・
茶
図

成
簣

・
彰

考

.
香
川
大

神
原

・
関
大

・
教
大

・
岡
山
県

・
飯

田

・
函
館

・
岩
手
大

・

石
巻

・
国
文

学
研
究

資
料

館

・
加
賀

聖
藩

・
和

歌
山
大

紀
州
藩

・
河
野
信

一
記
念
文

化
館

・
大
洲
矢
野
玄
道

・
佐
賀
大
小
城
鍋
島

・
武
雄
教
委

鍋
島

・

大

分

碩
田
、
寛
永

一
二
版
-
延
岡
内
藤
家
、
刊
年
不
明
-
広
島
中
央

・
丸

山

・
陽

明

・
松

宇
⑭
日
本

歴
史
文
庫

八

爲
応
仁
記

(
三
巻
本
)

㊧
島
原

(書
名

「応
仁
別
記
」
)

・
内
閣

(書
名

「応
仁

別
記
」
。類
従
本

『応
仁
記
』
原
本
)

・
彰
考

(書
名

「応
仁
別
記
」〉
・
神
宮

(書

名

「応
仁
別
記
」
)
・
鶴
舞

・
無

窮
平
沼
⑭
群

書
類

従
合
戦

㈲
応
仁
別

記

⑤
国
会

・
内

閣

(
一
冊
本
二
部
)
(
二
冊
)
(彰
考
蔵

『応
仁
外
記
』

写
)

.
静
嘉

・
宮
書

・
東
大

(大
田
南
畝
識
語
)

(文
化

一
〇
写
)

・
鶴
舞

・

一
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彰
考

(書
名

「応
仁
外
記
」)
・.
神
宮

・
天

理

・
架
蔵
幗
群
書
類
従
合
戦

ポ
日

本
歴
史
文
庫
八

㈲
応
仁
乱
記

,一
冊
㊥
宮
書

(
二
部
。
'う
ち

「応
仁
私
記
」
は

「応
仁
乱
記
」
番

写
)

丙
億
仁
略
記

㊧
鶴
舞

・
彰
考

(
二
部
)

㊨
細
川
勝
元
記

③
内
閣

・
束
大

・
宮
書

(続
群
書
類
従
原
本
)

・
加
賀
聖
藩

.
幸

田
成
友

.
旧
鶴
舞
⑭
改
定
史
籍
集
覧

一
三

・
続

群
書

類
従
二
〇
輯
上

コ三

.
応

仁

の

乱

関

係

軍

記

書

誌

・

〔

前
項
で
補

正
し
た
軍
記

一
覧

に
基
き
、
以
下

に
そ

の
書
誌
を
記
す
。
記
載

の

要
領

は
、
①
函
架
番
号
②
外
題
③
内
題
④
巻
冊
⑤
表
紙
㈲
寸
法

(
縦
×
横
、
単
位

セ
ン
チ
V

ω
装
訂
⑧
本
文
紙
質
⑨

紙
数
⑩

一
面

行
数
⑪

書
入
等
⑫
奥
書
等
⑬
蔵

書
印

(現
存
文
庫

.
図
書
館
使
用
の
印
形
は
省
略
。
古
印
の
そ
れ
は
初
出
の
と
き
の
み
記

す
)

⑭
衰
記
⑮
そ

の
他
、

の
順
で
あ
る
。
な
お
、
表
紙

見
返
し
は
本
文
料
紙

と

同
じ
、
ま
た
、
特

に
断
ら
な

い
限
り
、

「
同
筆
」

「
別
筆
」
「
後
筆
」

は
本
文
筆

蹟

に
対
し

て
で
あ
り
、

「
原
」

は
原
装
訂
、

「
改
」

は
改
修

さ
れ
た
こ
と
を
示

す
。
ま
た
、
内

.
外

題
お
よ
び
奥
書

な
ど

の
字
体

は
現
行
活
字
体

に
改

め
た
。

e
犂

京
都
合
戦
次
第

ω
山
口
県
文
書
館
蔵
本

江
戸
末
期
写

①
毛
利
家
文
塵

四
軍
記
毛

②
左
側
寄
り
紙
鑾

「雑

山尽
都
合
戦
次

第
完
」

(
別
筆
)

③
な
し
④

一
冊

⑤

紺
色
地

に
変
形
八
角
形

つ
な
ぎ
模
様

　

　

の
紙

表
紙

(
原
か
)。
八
角
形
内

に
は
花
模
様
を
押
す
⑥
a

×
9
.⑦
袋
綴
⑧

　
　

ほ　

楮
紙
⑨
遊
紙

な
し
、
本
文
墨
付
25

丁
⑩

11
行
⑪

朱

・
墨

の
書

入

(同
筆
)
⑫

な
し
⑬

な
し
⑭
平

淋
な
交
り
⑮

一
筆
。
②

の
東
大
史
料
編
纂
所
本

と
酷
似

し
た
書
体

と
破
損
部
分

の
模
写
が

一
致
す
る
と

こ
ろ

か
ら
、
同
本

と
祖
本

を
同
じ
く
す
る
も
の
で
あ

ろ
う

。史
料
編
纂
所
本
め
書
名

は

「
応
仁
私
記
」

で
あ
る
が
、
巻
頭
序
文

ぶ

「
京
都
合
戦

の
次
第

は
」

で
始

ま
り
、

ま
た
、

本
文

が

一
つ
書

き
で
あ
る
と
こ
ろ
か
ら
、

こ
の
作
品
名

を

「
瀦
靴

京
都
合

戦
次
第
」

と
す

る
。
!

②
東
京
大
学
史
料
編
纂
所
蔵
本

明
治

三
十
七
年
写

①

二
〇

四
〇

.
四
ー

一
〇

一
②

左
端
上
方

に
子
持
枠
紙
題
簽

門
応

仁

私

記
L
③

扉
書

「
応
仁
私
記
」
④

一
冊
⑤

薄
茶
色
無
地
紙

表
紙
⑥

仭

×
粥
⑦

ワ
む

　
よ

袋
綴
⑧
楮
紙
⑨
遊
紙
な
し
、
扉
1
丁
、
本
文
墨
付
31
丁
⑩
11
行
⑪
朱

・
墨

の
書
入
二
種
で
、
ω
本
に
同
じ
⑫
裏
表
紙
見
返
し
に
、

「右
応
仁
私
記

朿
京
府
本
郷
区
山
内
徳
三
郎
蔵
本
明
治
三
十
七
年
五
月
謄
写
」
の
識
語
⑬

扉
裏
に

「東
京
大
学
図
書
」

「史
料
編
纂
所
図
書
之
印
」
⑭
平
が
な
交
り

⑮

一
筆
。
本
書
は
山
口
文
書
館
本
と
字
配
り
に
至
る
ま
で
ほ
と
ん
ど

一
致

す
る
.
但
し
、
山
旻

書
館
本
本
文
終
了
後
に
、
『淋
耽
京
都
合
戦
次
第
』

(更
料
編
纂
所
本
に
即
す
れ
ば

『応
仁
私
寵
』
y
に
添

え
た
横
田
…勘
左
衛
門

の
手

紙

の
写

し
と
、
弘
化

二
年

九
月

の
日
付

を
も

つ
山
内
豊
城

の
識

語
と
が
追

加
さ

れ
て
い
る
。
横

田
勘
左
衛
門

の
手
紙

に
よ
れ
ば
、
朱
書
入

は
作
者
、

墨
書

入
は
横

田
自
身

の
も

の
と

い
う
ゆ

な
お
、
史
料
編
纂
所
本

は
、
史
籍

雑
纂

一
所
収

『
応
仁
私
記
』

の
原
本
。

⇔
応
仁
記

(
【
巻
本
)

ω
宮
内
庁
書
陵
部
蔵
本

室
町
末
期
写

①

二
五
七
ー

三
三
八
②
左
端
上
方

に
楮
紙
原
題
簽

「
応
仁
記

全
」
・③

な

　

　

し
④

一
巻

一
冊
⑤

焦
茶
色
無
地
紙
原
表
紙
⑥

翫

×
軌
⑦
袋
綴
⑧

楮
紙
⑨

首

りぬ

ユ

遊
紙
1
、

本

文
墨
付
70
丁
⑩
10
行

⑪

墨
見
消

・
書

入

(同
筆
)
⑫

な
し
⑬

な
し
⑭

片
カ
ナ
交
り
⑮

一
筆
。
書
体

か
ら
判
断

す
る
と
、
僧
侶
が
書
写
し

た
か
。r
書
陵

部

の
カ
ー
ド
に
は
室
町
宋
期

写
と
あ
る
が
、
あ

る
い
は
さ
ら

凶
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に
上
る
か
も
知
れ
な
い
。
古
典
文
庫
収
載

『応
仁
記
』
の
底
本
。

②
建
仁
寺
塔
頭
両
足
院
蔵
本

江
戸
初
期
写

①

一
四
七
②
左
上
方
に
墨
枠
取
り
楮
紙
題
簽

(近
代
改
修
か
)
「野
馬
台
応

仁
合
戦
」。
そ
の
左
横
に
打
付
書

「夢
窓
狐
」

(同
筆
か
)
③
な
し
④

一
巻

ワ
む

り
の

一
冊
⑤
茶
色
無
地
紙
原
表
紙
⑥
&

×
L
⑦
袋
綴

(
紙
訂
装
が
古
態
で
、
黒
糸

ワ
ね

り
の

綴
は
改
修
)

⑧
楮
紙
⑨
遊
紙
な
し
、
本
文
墨
付
59
丁
⑩
10
行
⑪
墨
書
入

(同
筆
)
⑫
な
し
⑬
な
し
⑭
片
カ
ナ
交
り
⑮

一
筆
。
寛
永
頃
の
写
か
。

③
東
京
大
学
史
料
編
纂
所
蔵
本

明
治
三
十
七
年
両
足
院
本
写

①
二
〇
四
〇

・
四
-
二
二
②
最
終
丁
に

「右
応
仁
大
動
乱
記

山
城
国
京

都
市
下
京
区
建
仁
寺
塔
頭
両
足
院
蔵
本
明
治
三
十
七
年
四
月
採
訪
十

一
月

謄
写
」
の
識
語
⑮
本
書
は
親
本
の
破
損
部
分
を
墨
で
写
取
っ
て
い
る
が
、

そ
れ
と
②
本
め
実
際
の
破
損
部
分
と
が

一
致
す
る
の
で
、
親
本
は
②
本
で

あ
る
こ
と
が
明
ら
か
。
な
お
、
扉
書
右
横
の
史
料
編
纂
所
貼
付

の
付
箋

に
、

「応
仁
記
ト
同
文
」
と
あ
る
。

㈲
加
賀
市
立
図
書
館
蔵
聖
藩
文
庫
本

元
禄

・
享
保
頃
写

①
古
戦
記
二
五
八
②
左
上
方
に
浅
葱
色
地
に
茶
色
の
麻
の
葉
模
様
入
り
原

題
簽

「応
仁
記
野
馬
台
抄

全
」
③
な
し
④

一
巻

一
冊
⑤
代
赭
色
無
地
紙

　　

　

原
表
紙
⑥
a
×
&
⑦
袋
綴
⑧
楮
紙
⑨
遊
紙
な
し
、
本
文
墨
付
73
丁
⑩
10
行

ワ
の

つ
　

⑪
な
し
⑫
巻
末
に

「右
応
仁
記
書
本
者
本
在
建
仁
寺
之
文
庫
余
一
日
到
其

・
住
僧
請
書
写
之
住
僧
日
此
本
者
非
我
家
業
之
本
吾
子
平
日
好
博
学
故
可
与

汝
由
是
得
之
以
為
家
塾
之
秘
本
矣

寛
永
丙
子
七
月
八
日

河
野
春
祭
」

の
本
奥
書
が
あ
る
。こ
の
本
奥
書
は
本
文
と
同
筆
な
ぶ
ら
、親
本
を
模
写
し

て
い
る
⑬

一
丁
表
右
上
隅

「錦
城
小
学
校
印
」
⑭
片
カ
ナ
交
り
⑮

「寛
永

丙
子
」
は
寛
永
十
三
年
(
一
六
三
六
)、
「河
野
春
祭
」は
未
詳
。
本
書
は
②
の

両
足
院
本
と
祖
本
を
同
じ
く
す
る
と
思
わ
れ
る
が
、
そ
れ
ぞ
れ
に
誤
写

.

誤
脱
が
あ
る
と
こ
ろ
か
ら
、両
者

の
直
接
的
書
写
関
係
は
認

め
ら
れ
な

い
。
.

⑤
大
和
文
華
館
蔵
鈴
鹿
文
庫
本

江
戸
中
期
写

①
鈴
鹿
文
庫

一
一
八

一
②
楮
紙
無
地
原
題
簽

「
(但
し
、
剥
落
し
て
本
文
内
に

挾
む
)
「
応
仁
記
」
③

「
応
仁

記
」
(目
録
題
)

・

「
応
仁
記
巻
之
上

(下
)
」

ム
ム

　

(端
作
り

・
尾
題
V
④

二
巻

一
冊
⑤
焦
茶
色
無
地
紙
原
表
紙
⑥
ε

×
q
⑦
袋

ワ
の

　

綴
⑧
楮

紙
⑨

遊
紙

首
尾
と
も
各

1
丁
、
本
文
墨
付
56
丁
⑩
12
行
⑪
見
消
は

朱

・
墨

の
二
種

(同
筆
)、
書
入
も
朱

・墨

の
二
種
だ
が
、
同
筆

・別
筆

の
二

様
⑫

な
し
⑬
前
表
紙
見
返

し

「
尚
□
□
蔵
」
・
「
大
和
文
華
館
図
書
之
印
」

(両
方
と
も
方
形
朱
陽
刻
)

⑭
片

カ
ナ
交

リ
⑮
上

・
下
巻
別
筆
。
但
し
、
同

、

時
代
筆

。
本
書

は
二
巻
本

な
が
ら
、

『
野
馬
台
詩
』
と
そ

の
注
解
と
を
収

載

す
る
。

⑥

阪
本
龍

門
文

庫
蔵
本

永
禄

六
年

(
一
五
六
三
)
写

①

一
=
二
②
真
申
上
方

に
打
付
書

「
応
仁
記

上
」
(後
筆
)
③

原
表
紙

な

が

ら
現
体
裁

で
は
扉
書

と
な

っ
て
い

る
と

こ
ろ

に

「
応
仁
記
」
(同
筆
)
④

上
巻

一
冊

の
み
の
零
本
⑤
空
色
地

に
水
玉
模
様
紙
表
紙

(
江
戸
期
改
修
の
も

　

　

の
)
⑥

5
・
×
a
⑦
大
和
綴

(改
)

⑧
楮
紙
⑨

遊
紙
尾
1
丁
、
扉

1
丁
、
本

ワ
け

コ　

文
墨
付
32
丁
⑩
10
行
⑪
墨
見
消

(別
筆
)
。朱

・
墨
両
様

の
書

入

の
う
ち

、朱

引

は
同

・
別
筆
不
明
」
振
り
が
な

・
返
り
点
は
同
筆
と
別
筆

の
二
種
⑫

巻

末
に

汞

禄
六
蠡

五
月
九
日
令
婁

崋

宗
光
L
(同
筆
).

ま
た
、
扉

の
左
下
隅

に

「
宗
光
」
(同
筆
)
、
奥
書

の
右
横

に

「
当
主
徳

温
」

(川
瀬
先

生
の
御
教
示
に
よ
れ
ば
、
慶
長
頃
の
も
の
)

の
墨
書

識
語
が
あ
る

⑬

一
丁
表

「
龍
門
文
庫
」

(長
方
形
朱
陽
刻
)
、

墨
書

識
語

「
宗

光
」

の
左

下
に
楕

円

形

の

「
橡
之
舎
蔵
」

(朱
陽
刻
。
龍
門
文
庫
主
阪
本
氏
蔵
書
印
)
⑭
片

カ
ナ
交

り
⑮

一
筆
。
本
書
は
現
存
本
中
、
最
も
誤
写

・
誤
脱
が
少

い
。

『
龍
門
文

庫
善
本
書
目
』
に
よ
れ
ば
、
、
「
本
書

は
元
来

こ
れ
で
完
結
し

て
い
る
も

の

『
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で
あ

ウ
て
卦
後

に
下
巻
を
書
き
足
し

て
、
流
布
諸
本

の
如
く
倍
加
し
た

二

巻

の
内
容

に
な

っ
た
も

の
で
は
あ
る
ま
い
か
と
も
思

ふ
L
と
あ
る
。
し
か

し
、
本
書

は
二
巻
本

の
下
巻
相
当
部
分
を
欠

い
た
、
上
巻

の
み

の
零
本
で

あ
ろ
う
と
考

え
る
。
詳
細

は
古
典
文
庫

「
解
説
」
を
参
照
さ
れ
た

い
。
付

言

す
る
と
、
本
書

の
旧
蔵
者

は
、
京
都

の
商
人

で
の
ち

に
京
都

博
物
館

の

学
芸
員

を
勤

め
た

田
中
…勘
兵
衛

(教
忠
)

で
あ
る
。
龍
門
文
庫
蔵
書

の
う

ち
、
主
要
な
も

の
の
大
部
分
は
、
勘
兵
衛
旧
蔵
本

で
あ
る
と

い
う

(川
瀬

先
生
御
教
示
)
。
な
お
、
本
書
調
査

の
際

、
川

瀬

一
馬
先
生

の
御
助
言
を
賜

っ
た
。
記
し

て
感
謝
申
し
上
げ
る
。

ω
前
田
育

徳
会
尊
経
閣
文
庫
蔵
本

江
戸
初
期
写

①

四
六

ニ
ー

三
②

左
端
上
方

に
打
付
書

(原
)
「
応
仁
記
上
(
下
)
」

③
端
作

り

・
尾
題
と
も

「
応
仁
記
巻
上

(下
)」
④

二
巻
二
冊
⑤
柳
茶
色
無
地
紙
原

　

　

表
紙
⑥
a

×
9
⑦
袋
綴
⑧
斐
楮
交
漉
紙
⑨
遊
紙
上

・
下
冊
と
も
首
尾
各

1

り
ん

　
　

丁
、
本
文
墨
付
上
冊
50
丁
、
下
冊
46
丁
⑩

9
行
⑪
朱

・
墨
両

様

の

書

入

(同
筆
)
⑫

な
し
⑬
上

・
下
冊

と
も

一
丁
表
右
端
上
方

「
学
」

(
円
型
朱
陽

刻
)
、
右
下

「
石
川
県
観
光
博
物
館

図
書
室
之
印
」

(長
方
形
朱
陽
刻
)
⑭
平

が
な
交
り
⑮

一
筆
。
漢
字

の
す
べ

て
に
振
り
漆
な
が
施

さ
れ
て
お
り
、
読

み
や
す
く
、
ま
た
、
誤
写

・
誤

脱
が
少

い
。
本
書

は
手
輯
本

(前
田
家
三
代

微
妙
公
利
常
が
書
写
せ
し
め
た
本
)

で
あ
る
と
こ
ろ
か
ら
、

万
治
頃
写
と
考

え
ら
れ
る
。

㈲

古
活
字
版

元
和

・
寛
永
頃
刊

ω
阪
本
龍
門
文

庫
蔵
本

①

四
七
三
②

な
し
③

目
録
題

「応

仁
記
」
、

端
作

り

・
尾
題

「
応
仁

記

　

　

巻
之
上

(
下
)」
④

二
巻

一
冊
⑤
代
赭
色
無
地
紙
原
表
紙
⑥
&

×
a
⑦

袋

ワ
の

ワ
ロ

綴

(五
針
孔
)

⑧

楮
紙
⑨
遊
紙
な
し
、
本
文
墨
付
上
冊
28
丁
、
下
冊

26

丁
⑩
捻
行
⑪
な
し
⑫
刊
認
な
し
⑬

一
丁
表
右
下
隅

に
不

弱
の
円

形
黒
陽

刻
印
、

二
丁
表
右
下
隅

「
龍

門
文

庫
」

(長
方
形
朱
陰
刻
)
⑭
片

カ
ナ
交

　

ヨ

り
⑮
四
周
単
辺
、
枠

内
寸
法
2

×
乳
。
版

心
は
魚
尾
囲

い

「
応

仁

記

　

つ　

(
丁
付
)
」
。
下
巻
巻
末

に

「
中
島
蔵
書
」
、

後
表
紙
見
返

し
に

「
山

口

県
下
第
十
九
大

区
七
小
区
五
百
四
十
五
番
中
島
本
家
」

と
墨
書
。
両
者

別
筆
。
古
活
字
本

中
、
本
書

と
次

の
@
本

が
酷
似

し
て
お
り
、
最
古
版

か
。
但

し
、
本
書

の

一
冊
形
態
も
回
本

の
二
冊
形
態
も
原
装
。

な
お
、
他

の
古
活
字
版

は
、
龍
門
本

と
相
違
す
る
項
目

の
み
記
す
。

㈲
お
茶

の
水

図
書
館
蔵
成
簣
堂
文
庫
本

　

　コ

　
よ

りむ

ヨ

①

な
し
④

二
巻

二
冊
⑥
乳

×
9
。⑮

四
周
単
辺
、枠

内
寸
法
a
～
λ

×
乳
。

ワリ

つ　

　

り
の

　
よ

「
成
簣
堂
文
庫
」
と
は
、
徳
富
蘇
峰

旧
蔵
本
。
本

書
に
は
蘇
峰
自
筆

の

「
是
書
形
無
印
行
歳
月
以
其
書

籍
之
面
目
察

此
須

不
落
於
慶
長

元
和
以

后
云
爾

大
正
三
十
月
郎
七
日
猪
記
」

と

い
う
別
紙
添
書

が
あ
る
。
但

し
、

「
慶
長
」
、の
版
と
は
考
え
ら
れ
な

い
。

09
大
東
急
記
念
文
庫
蔵
本

フ
ほ

ワ
ね

①

七
-

二
二
ー

一
九
〇
五
④

二
巻

二
冊
⑥

7
。
×
q
⑮

四
周
単

辺
、
枠
内

2

3

2

4

2

2

寸
法
2
・～
λ

×
乳
～
乳
。
版
心
は
上
巻
六
丁
ま
で

「
応

仁

記

上
」

の

ウ
ロ

リ
の

つ　

　
よ

「上
」
な
し
。
本
書
は
㊥
の
東
洋
岩
崎
文
庫
本
と
同
版
で
あ
ろ
う
。

の
東
洋
文
庫
蔵
岩
崎
文
庫
本

ワ
の

フコ

　

①

三
ー
A
ー

=

一④

二
巻

一
冊
⑥
乳

×
軌
⑮

四
周
単
辺
、

枠

内

寸

法

1

3

0

2

1

λ
～
乞

×
乳
。
版

心
は
大
東
急
本

と
同

じ
く
上
巻

六
丁

ま
で

「
上
」
「
な

りむ

　

　　

し
。

な
お
、
東
洋
文
庫

で
付
し
た
と
思
わ
れ
る
表
紙

に

「
慶
長
活
字
本

二
巻
合
冊
」

と
あ
る
が
、
慶
長
版

と
は
考

え
ら

れ
ず
、
ま
た
、

二
巻

一
冊
は
原
装
か
。

伽
西
尾
市
立
図
書
館
蔵
岩
瀬
文
庫
本

一
19
一



①

一
五
四
ー
三

二
④

二
巻

一
冊
⑥

環

×
鮖
⑮

四
周
子
持

枠

、

桓

内

寸

　

　
　

ワ
の

ヨ　

法
島

×
a
。
本
書
と
⇔

の
東
洋

岩
崎
本

と
の
比
較

の
結
果

は
、
以

下
の

り
の

　
　

と

お
り

で
あ
る
。
字

の
配
合

・
宇
体

・
行
数

ま
で
ほ
と
ん
ど

一
致
す

る

ー
が
、

一
丁

に

つ
き
数
個
活
字

の
取
替

え
が
な
さ
れ
て
い
る
。
そ

の
部
分

を
両
者
比
較
し
て
み
る
と
、
岩

瀬
本

は
他

の
字

と
同

じ
刷
り
具
合

で
あ

る
が
、
東
洋
岩
崎
本

の
そ
れ
は
他

と
違

っ
て
墨

が
濃
く
浮
き

上

っ
て
い

る
。

こ
の
点
か
ら
す
る
と
、
岩

瀬
本

が
先
出

で
あ
ろ
う

と

考

え

ら

れ

る
。
但

し
、
全
体

の
刷
り
具
合

は
、
東
洋
岩

崎
本

な
ら
び

に
大
東
急
本

の
方
が
鮮

明
で
あ
る
。
本
書

は
8

の
南
葵
本

と
同
版

と
思
わ
れ
る
。

ま

た
、
⑨

の
寛
永
十
年
整
版
本
は
、
岩

瀬
本
版

を
整
版

化
し
た
も
の
で
あ

ろ
う
。

8
東
京
大
学
総
合
図
書
館
蔵
南
葵
文
庫
本　

りむ

①
G

二
四
-
三
五

二
④

二
巻

一
冊
⑥

a

×
&
⑮

四
周
子
持
枠
、
枠
内
寸

ワ
ね

　

　

　

　

　
　

法
a

～
2

×
5
。
～
a
。
小
中
村
清
矩

の
蔵
書

印
ぶ
あ
る
と

こ
ろ
か
ら
、

ワ
ロ

ワ
ん

　
　

　
　

前
表
紙
見
返
し

に
貼
付
さ
れ
た
以
下

の
注
記
も
清

矩
自

筆

と

思

わ

れ

る
。

「
応
仁
記

活
字
本

上
中
下
三
巻

一
冊

此

ノ
書
誤
字
当

テ
字

r
甚

タ
多

シ
寛
永
十
年
覆
板
.ハ
活
字
本

ヲ
其
儘

板
下

二
用

ヒ
捨

テ
仮
字

ヲ

付

シ
タ
ル
モ
ノ
ナ

レ

ハ
序

文

ノ
誥
家

之
志

ノ
誥

ハ
諸
ノ
誤

タ
ル
明
ナ
ル

ニ
モ
拘
ラ
ス

「カ
ン
カ
フ
ル
ニ
」
ト
振
仮
字
セ
ル
覆

轟

之
華

等

ヲ
其

儘

ニ
セ
ル

一
枚

目
表
末
行

ノ
誤
植

二
気
付

カ
ザ

ル

一
々
挙

テ
数
・フ

可
カ
ラ
ザ

ル
ノ
誤

ヲ
見

逃
セ
リ
然

レ
ト
モ

マ
鼠
誤
字

ヲ
訂
正

セ
ル
モ
ア

リ
活
字
本
筐

・
図

ノ
末
筆

ヲ
欠

ケ
リ
故

ア

ル

ニ
ヤ
L

㈲
寛
永
十
年
整
版
本

・

管

見

の
限
り
で
は
焦
茶
色
無

地
紙
表
紙

と
浅
葱
色
無
地
紙
表
紙

と
の
二

種

(
『応
仁
記
』
と
と
も
に
三
代
記
と
称
さ
れ
る

『承
久
記
』

〈
寛
永
十
年
刊
〉

と

『明
徳
記
』

〈寛
永
九
年
刊
〉
も
こ
の
二
種
が
あ
り
、
三
者
が
合
刻
さ
れ
た
こ

と
が
知
ら
れ
る
)
が
あ
る
が
、
前
者

が
初

刷
り
と
思
わ
れ
る
。
前
者
で
あ

る
史
料
館
本

に
よ
り
、
寛
永
十
年
版
一の
書
誌
を
記
す
。

国
文
学
研
究
資
料
館
史
料
館
蔵
本

①
〇
九

ニ
ー

一
～

二
」

一
②

左
上
方
に
子
持
枠

楮
紙

原
題
簽

「
応
仁

記

上

(下
)
」
③

目
録
題

「
応
仁

記
」
、
端

作
り

・
尾
題

「応
仁
記

巻
之
上

　

　　

(下
)
」

④

二
巻

二
冊
⑤

焦
茶
色
無
地
紙

表
紙
⑥

a

×
甑
⑦
袋
綴
⑧
楮
紙

り
ゐ

　
よ

⑨
遊
紙
な
し
、
上
冊
28
丁
、
下
冊
26
丁
⑩
12
行
⑪
な
し
⑫

「寛

永
十
年

孟
春
吉
旦
」

の
刊
記
⑬

一
、丁
表
右
上

「
宗
辰
所
蔵
」

(方
形
朱
陽
劾
)、

右
下

「
三
井
家
」
(長
方
形
朱
陽
刻
)
、
真
申
上

「
文
部
省

図

書

之
印
」

　
よ

ぽ
り

(
方
形
朱
陽
刻
)
⑭
片

カ
ナ
交
り
⑮
四
周
子
持
枠
、
枠
内
寸

法
a
～
幺

×

ドリ

　

ワ
　

ワ
ほ

翫

～
翫
。
版
心
は
魚
尾
囲

い

「
応
仁
記
上

(下
)
(
丁
付
)
」
。
本
書

は
、

ユ

つ　

古
活
字
版
中
、
㈲

.
0
本
版
を
整
版
化
し
た
も

の
で
、
送
り
ぶ
な

・
振

り
が
な
が
新
た
に
施
さ

れ
て
い
る
。

⇔
応
仁
記

(
三
巻
本
)

ω
市
立
島
原
公
民
館
蔵
松
平
文
庫
本

江
戸
初
期
写

①

一
九
-

二
六
②

左
端
上
方

に
紙

題
簽

(
改
か
)

「
新
撰
応

仁

別

記
(
上

.
中

.
下
)」

(別
筆
か
)
③
目
録
題

・
端
作

り

と

も

「
応
仁
別
記
巻
第

一

つ　

　

(
二

.
三
)
」

④

三

巻

三

冊

⑤
紺
無

地
紙

原
表
紙
⑥

9

×
0
。⑦
袋
綴
⑧

ワ
ム

　
ぢ

斐
楮
交
漉
紙
⑨

遊
紙

各
冊

首
尾
各

1
丁
ハ
本

文
墨
付

上
冊
26

丁
、

中
冊
30

丁
、
下
冊
28

丁
⑩

11
行
⑪

墨
見
消
は
別
筆

、
朱

書
入
は
同
筆

、
墨
書

入
は

別
筆
で
二
種
類
。

間

々
、
不

審
紙

あ
り
⑫

な
し
⑬

各
冊
最
終

丁
裏

に

「
尚

舎
源
忠
房
」
(
四
周
双
辺
長
方
形
青
陽
刻
)
、
そ

の
下

に

「
文
庫
」

(楕
円
形
朱

陰
刻
)

⑭

片
カ
ナ
交
り
⑮

巻

一
と
巻
三
は
同
筆
、
巻

二
は
別
筆
。
但

し
、

伺
時
代
筆
。
本
書
に
は
、
山
名
宗
全
と
細

川
勝
元
逝
去

の
記
事

を
含

む
巻

{20一



三
最
終
章

「
山
名

入
道
逝
去

之
事
付
漢
竇
嬰
事
」
が
な

い
。

ま
た
、

他

の

章
段
名

に
も
古

態
と
思
わ
れ
る
も
の
が
あ
る
と
こ
ろ
か
ら
、
本
書
は

三
巻

本
編
纂
初
期

の
形
態

を
伝

え
る
も
の
と
思
わ
れ
る
。
詳
細

は

古

典

文

庫

「
解
説
」
参
照

の
こ
と
。

②
国
立
公
文
書
館
内
閣
文
庫
蔵
群
書
類
従
原
本

江
戸
初
期
写

①

一
六
七
ー

一
二
七
②

左
端
上
方

に
無
地
紙
題
簽

(原
か
)
「
応
仁
別
記
上

(中

.
下
)
」
(別
筆
)
③

応
仁

別
記
④

三
巻
三
冊
⑤

藍
色
無

地
紙

原
表
紙
⑥

　

　
り

軌

×
L

⑦
袋
綴

⑧
斐

楮
交
漉
紙

⑨

遊
紙
各
冊
首
尾
各
1
丁

(
下
冊
の
み
尾

り
ぬ

ワ
む

な
し
)
、

本
文
墨
付
上
冊
34
丁
、
中
冊
39
丁
、
下
冊
38
丁
⑩

9
行
⑪
墨
見

消

・
朱
書
入

と
も
別
筆
⑫

な
し
⑬

一
丁
表

右
端

上
方

よ
り
、
、「
書
籍
館
印
」

・

「
日
本
政
府
図
書
」
・
「
和
学
講
談
所
」

(長
方
形
子
持
枠
朱
陽
刻
)
・

「
浅

草
文
庫
」

(
長
方
形
朱
陽
刻
)
、
各
冊

最
終
丁

に

「
内

閣
文
庫
」
⑭
片

カ
ナ

交
り
⑮

一
筆
。
群
書

類
従

『応
仁

記
』

原
本
。
寛
文
以
降

の
書
写

で
あ
ろ

う
。
本

書
は
㈲

の
㈲
内
閣
文
庫
蔵
群
書
類
従

『
応
仁
別
記
』
原
本

と
同

一

筆

者

・
同
体
裁

。

③
水
府

明
徳
会
彰
考
館

蔵
本

元
禄

十
四
年

(
一
七
〇

一
)
写

①

丑
部

二
三
1

0

一
六

一
三
②

前
表
紙

見
返
し

に
紙
原
題
簽

貼
付

「応
仁

別
記
」
。

表
紙
左
上
方

の
紙
題
簽

「
応
仁
別
記
」

は
近
代

の
も
の
か
③

目

　

フ
ロ

録
題

「
応
仁
別
記
」
④
三
巻

一
冊
⑤
薄
茶
色
無
地
紙
原
表
紙
⑥
&

×
a
⑦

　

り
ぬ

袋
綴
⑧
斐
楮

交
漉
紙
⑨

遊
紙

な
し
、
本
文
墨
付
巻

一
43
丁
、
巻

二
50
丁
、

巻

三
51
丁
⑩

9
行
⑪
書

入
は
同
筆
な
が
ら
、
巻

一
・
三
と
巻

二
ぶ
別
筆

の

た

め
、

二
種
類
。
墨
頭
注

は
別
筆

か
⑫

巻
三
巻
末

に
次

の
識
語
貼
付
紙
が

あ
る
。

「
右
応
仁
別
記
壱
冊

元
禄
十

四
年

巳
九
月
小
野
沢
助
之
進
於
京
師

新
写

」
(別
筆
)
⑬

一
丁
表
右
下
隅

に

「
彰
考
館
」

(ふ
く
べ
形
朱
陽
刻
)⑭

片

カ
ナ
交
り
⑮

巻

一
と
三
ほ

同
筆
、
・巻

二
は
別
筆
。
・
但
し
、
圃
時
代
写
。

㈲
名
古

屋
市
鶴
舞
中
央
図
書
館
蔵
河
村
本

江
戸
中
期
写

①
河

オ
ー

6
②
左
端
上
方

に
子
持
枠
楮
紙
題
簽

(改
)
「
応
仁
記
上

(中

9

　

　
り

下
)
」

(後
筆
)
③

な
し
④

三
巻
三
冊
⑤

丁
字
引
楮

紙
原
表
紙
⑥

乳

×
&
⑦

　
ワ
む

ヨ
　

袋
綴
⑧
楮
紙
⑨
遊
紙
な
し
、
本

文
墨
付

上
冊
25
丁
、
中

冊
28

丁
、
下
冊
26

丁
⑩
11
行
⑪
墨
見
消

・
書
入
と
も
同
筆
⑫

な
し
⑬

一
丁
表
右
下
に

「
市
立

名
古
屋
図
書
館
蔵
書
印
」
、

そ
の
下

に

「
河
邑
蔵
書
」
(方
形
朱
陽
刻
)

⑭

片
カ
ナ
交
り
⑮

一
筆
。
尾
張
藩
書
物
奉

行
と
な

っ
た
国
学
者

河

村

秀

頴

(
一
七

一
八
-
八
三
)
旧
蔵
本
。
巻

三
終
了
後

に
、

『
応
仁
別
記
』
記
事
を

追
加
書
写
。
外
題

は
群
書
類
従
版
本

に
倣

っ
た

か
。

⑤
神
宮
文
庫
蔵
林
崎
文
庫
本

江
戸
中
期
写

①
八
五
四
②
左
端
上
方
に
打
付
晝

応
仁
別
記
罫

三
)
L
③

目
録
題

「
応
仁
別
記

巻
第

一

(⊥

二
)
」

④

三
巻
三
冊

⑤

丁
字
引
紙

原
表
紙

⑥

む

ハ　

乳

×
&
⑦

袋
綴
⑧
楮
紙
⑨
遊
紙
な
し
、

本

文
墨
付
上
冊
34
丁
、

中

冊

39

り
ゐ

　
ユ

丁
、
下
冊
38
丁
⑩

9
行
⑪

墨
書
入
あ
り

(
同
筆
)
⑫

な
し
⑬

各
冊

一
丁
表

右
下

「林

崎
文
庫
」
(方
形
朱
陽
刻
)
、
そ

の
下

「
林
崎
文
庫
」
(長
方
形
子
持

枠
朱
陽
刻
)、
裏
表
紙
見
返
し
左
下

「
天
明

四
年
甲
辰

八
月
吉

旦
奉
納
皇
太

神
宮
林
崎
文
庫
以
期
不
朽
京
都
勤

思
堂
村

井
古
巌
敬

義
拝
」
(長
方
形
陽
刻
)

⑭

片
カ
ナ
交
り
⑮

一
筆

。

⑥
無
窮
会

図
書
館
蔵
平
沼
文
庫
本

嘉

永
五
年

、(
一
八
五
二
)
写

①
平
沼
文
庫

五
四

一
五
⑫

一
冊
後
表
紙
見
返
し

に
、

「
此
応
仁
記
申
巻
三

十
五

ひ
ら
井
面
正
三
位
守
雅
官
長

の
あ
と
ら

へ
給

ひ
し
か
は
俄

に
書

う

つ

し
お
は
り

ぬ

『
誤
字
乱
毫
は
御
ゆ
た
し
を
ね

に
ふ
も

の
也
』

嘉
永
五
年

十
月
十
九
日
よ
り
廿
三
日
ま
で

薗

田
若
狭
守
宣
」

(同
筆
。
な
お
、
私
に

付
し
た

『

』
の
記
事
は
行
間
小
書
)、
巻

三

(
二
冊
目
)
巻
末

に
、

「
右
応

仁
記

三
冊
以
流
布
印
本
校
合
了
」

の
識
語

(同
筆
)、
、ま
た
、
、
一
冊
甘

一
丁

一
21
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表

に
、

「
伊
勢
題
薗

田
守
宣
自
筆

神
朝
遺
文

ノ
著
者

写
」

の
付
箋
が

(
別
筆
)
あ
る
⑮
群
書
類
従

『
応
仁
記
』
書
写

と
見
做

し
得

る
も

の
。
「
薗

田
守
宣
」
は
伊
勢
神
宮
神
官
荒
木

田
氏

で
あ
ろ
う
。
渡
辺
刀
水
旧
蔵
本
。

㈲

応
仁

別
記

ω
国
立

公
文
書
館
内
閣
文
庫
蔵
林
羅
山
旧
蔵
本

江
戸
極
初
期
写

①

一
六
七
ー

=

一
〇
②

左
側

上
方

に
打
付
書

、「
応
仁
別
記
」
(
同
筆
か
)。
但

し
、

「
別
」

の
字

は

「仁

」
と

「
記
」

め

右
横

に
小
書

し
た
も
の

(同
筆

　

む

か
)
③

な
し
④

一
巻

一
冊
⑤
白
茶
色
無
地
紙

原
紙
⑥

a

×
似
⑦
袋
綴
⑧
楮

　

ワの

紙
。
但
し
、
巻
末
五
丁
は
斐
楮
交
漉
紙
⑨
遊
紙
な
し
、
本

文
墨
付
52
丁
、

ま
た
異
本
抜
書
五
丁
合
綴

(林
鵞
峯
筆

か
)
⑩
10
行
⑪
朱
書
入
は
別
筆
、

墨

書
入
は
同
筆

と
別
筆

二
種

(羅
山
筆
ら
し
き
も
の
と
鵞
峯
筆
か
)

の
計
三

種
⑫
な
し
⑬
前
表
紙
右
上
隅
と
巻
末

に

「
昌
平
坂
学
問
所
」

(長
方
形
黒
陽

刻
)
、
一
丁
表
上
方

よ
り

「
林
氏
蔵
書
」

・
「
日
本
政
府
図
書
」

・
「
内
閣
文

庫
」

(以
上
、
方
形
朱
陽
刻
。)

「内
閣
文
庫
」
印
は
巻
末
に
も
押
印
)、

「
浅
草
文

庫
」

・
h
江
雲

渭
樹
L

(長
方
形
朱
。

「江

・
渭
」
は
陰
刻
、

「雲

.
樹
」
は
陽

刻
)
⑭
片

カ
ナ
交

り
⑮

一
筆
。

「
江
雲
渭
樹
」
印

に
よ
り
、
林
羅
山

(
一
五

八
ー

一
三
六
五
七
)
旧
蔵
本

で
あ
る
こ
と
が
知

ら
れ
る
。

『
改
訂
内
閣
文
庫

国
書
分
類
目
録
』

は
、
寛
永
以
前
写

と
す
る

。
『
応
仁
別
記
』
諸
本
中
、
誤

写

・
誤
脱
が
最
少

の
善
本

で
、
古
典
文
庫
所
収

『
応
仁
別
記
』
あ

底
本

。

な
お
、
巻
末

五
丁

の
合
綴
部
分

は
、

「
応
仁
記
異
本
」
の
朱
書

(合
綴
部
分

本
文
と
同
筆
)
の
後

に
、

五
話
を
抽
書

し
て
い
る
。

こ
れ
に

つ
い
て
は
古

典
文
庫

「
応
仁
別
記
解
説
」

で
論

じ
て
い
る
の
で
、
参
照
さ

れ
た
い
。

②
天

理
図
書
館
蔵
榊
原

忠
次
旧
蔵
本

江

戸
初
期
写

①

二

一
〇

・
五
ー

イ
ニ
一ニ
ー

A
一三

二

②

左
上
隅

に
紙
題
簽

(原
)
「
応
仁

別
記
」

(同
館
蔵
の
忠
次
旧
蔵
本

『応
永
記
』

・
『長
禄
記
』

と
同
体
裁
)
③

な

む

む

し
④

一
巻

一
冊
⑤

砥
粉

色
無

地
紙

原
表
紙
⑥

乳

×
α
⑦
袋
綴
⑧
鳥

の
子
⑨

　

り
ム

遊
紙
首
尾
各
1
丁
、
本

文
墨
付

52
丁
⑩

10
行
⑪
墨

見
消

(別
筆
か
)
、
墨
書

入
は
別
筆

二
種
⑫
な
し
⑬

一
丁
表
右
上
と
巻
末
左
下

に

「
天

理

図

書

館

蔵
」
、
巻
末
右
下

「
月
明
荘
」
(弘
文
荘
印
)
、
左
下
隅

「李

部
大
卿

忠
次
」

(長
方
形
双
郭
薄
墨
色
陽
刻
)
、
そ
の
下

に

「
文
庫
」

(円
形
朱
陽
刻
)
。

左
下

の
二
印
は
忠
次
蔵
書
印
⑭

片
カ
ナ
交
り
⑮

一
筆
。
ω

の
羅
山
本
と
同
系
統

本
。
帙
題
簽

(
弘
文
荘
作
製
か
)
に

「
寛
永
寛
文
頃
写
」
と
あ
る
。
寛

文
頃

の
書
写

で
あ
ろ
う
。
ま
た
、
同
館
蔵

『
応
永
記
』
と
は
同

一
筆
者

に
よ
る

書
写

と
思
わ
れ

る
。

㈲
水
府

明
徳
会
彰
考
館
蔵
本

元
禄
頃
写

①

丑
部
-

二
三
1

0

一
六

一
,二
②
左
上
方

に
紙
原
題
簽

『
応
仁
外
記
全
L

③

端
作

り

「
応
仁
外
記
」
(朱
書
、
同
筆
)

④

一
巻

一
冊
⑤

藁
色
無
地

に
雲

　

ヨ

母
刷
り
紙
原
表
紙
⑥
a

×
q
…⑦
袋
綴
⑧
斐
楮
交
漉
紙
⑨
遊
紙
な
し
、
本
文

り
の

つ
　

墨
付
57
丁
⑩

10
行
⑪
墨
見

消
は
同
筆
、
朱
書
入

は
同
筆

.
別
筆

の
二
種
、

墨
書

入
は
同
筆
⑫

な
し
⑬

一
丁
表
右
下
隅

「
彰
考
館
」
⑭
平
ぶ
な
交
り
⑮

一
筆
。
書
名

は

「
応
仁
外

記
」

な
が
ら
、
内
容
的

に
は

『
応
仁
別
記
』
。

㈲

宮
内
庁
書
陵
部
蔵
本

江
戸
末
期
写

①

二
五
七
ー

二
〇
②

左
端
上
方
に
楮
紙

題
簽

(原
か
)
「
応
仁
外
記

全
」

　

　
り

③

端
作
り
「応
仁

外
記
」
④

一
巻

一
冊
⑤
黄
色
無

地
紙
原
表
紙
⑥
a

×
乳
⑦

コ

リ

ゐ

ヨ
　

袋
綴
⑧

楮
紙
⑨

遊
紙
な
し
、
本

文
墨
付
60
丁
⑩

10
行
⑪
墨
見
消

・
書
入

と

も
同
筆
⑫

な
し
⑬

一
丁
表
右
端
上
方

よ
り

「
諸
陵
寮

図
書

記
」

、

「
図
書

寮
印
」
(両
者
、
芳
形
朱
陽
刻
)
、
そ

の
下

に

「水

戸
青
山
氏
蔵
」

(巻
物
形
朱

印
)
⑭

平
が
な
交
り
⑮

一
筆
。

「
水
戸
青

山
氏
蔵
」
印

は
、

文

政

六

年

(
一
八
二
三
)

に
彰
考
館
総
裁
と

な

っ
た
青
山
拙
斎

の
も

の
で
あ
り
、

書

名

・
本

文
内
容

ま
で
酷
似

す
る
と
こ
ろ
か
ら
、
恐
ら
く
は
㈲

の
彰
考
館
本

「
22
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を
書
写
し
た
も

の
で
あ
ろ
う
。

㈲
国
立
公
文
書
館
内
閣
文
庫
蔵
本

(
㈲
の
彰
考
館
本
謄
写
)

①

一
六
七
1

=

九
⑫

書
写
識
語

「
明
治
十
九
年
三
月
水

戸
彰
考
館
本

ヲ

写

ス

一
級
写

宇
生
樫
村
敬
顕

掌

記
滝

沢
規

道
校
」
。

ま
た
宀

題
簽
右

横

に
修
史
館

貼
付

と
思
わ
れ
る
付
箋

に
、

「
応
仁
別

記
ト

同

文
」

と

あ

る
。

㈲
函
立

公
文
書
館
内

閣
文
庫
蔵
群
書
類

従
原
本

江
戸
初
期
写

①

=
ハ
七
ー

=

一
六
②

左
端
上
方

に
紙
原
題
簽

「
応
仁
別
記
」
(別
筆
か
)

③
端
作

り

「
応
仁
別

記
」

(但
し
、
二
冊
目
に
は
な
し
)
④

二
巻

二
冊
⑤
藍
色

　

ヨ

無
地
紙
原
表
紙
⑥
9

×
L
⑦
袋
綴
⑧
斐
楮
交
漉
紙
⑨
遊
紙
首
尾
各

1
丁
、

　

　

本
文
墨
付
上
冊
35
丁
、
下
冊
27
丁
⑩

9
行
⑪
朱
見
消

・
書
入

は
別
筆
か
、

墨
見
消

・
書
入
は
同
筆
⑫
な
し
⑬

一
丁
表
上
方

よ
り

「
書
籍
館
印
」

(方

形
朱
陽
刻
)

・

「
内
閣
文
庫
」
(巻
宋
に
も
)

・

「
浅
草
文
庫
」

・

「
日
本
政

府
図
書
」

・

「
和
学
講
談
所
」
⑭

片

カ
ナ
交
り
⑮

一
筆
。
群
書
類
従

『
応

仁
別
記
』
原
本
。
寛
文
以
降

の
書
写

で
あ
ろ
う
。
活
字
本

で
は
二
巻

に
分

け
ら
れ
て
い
な
い
。
本
書

は
⇔

の
②
群
書
類
従

『
応
仁
記
』
原
本
と
同

一

筆
者

・
同
体
裁
。

ω
国

立
公
文
書
館
内
閣
文
庫
蔵

一
本

元
禄
頃
写

①
特

二
八
コ

七
②
左
端
上
方

に
紙
原
題
簽

「
応
仁
別
記

全
」
③

端
作
り

・
尾
題
と
も

「
応
仁
別
記
」
④

二
巻

一
冊
⑤
納
戸
色
無
地
紙

原

表

紙

⑥

　
よ

　

α

×
α
⑦
袋
綴
⑧
斐
楮
交
漉
紙
⑨
遊
紙
首

1
丁
、
本
文
墨
付
上
巻
31
丁
、

　
り

　

下
巻
24
丁
⑩
11
行
⑪
墨
書
入

」
(
同
筆
)
⑫

な
し
⑬

一
丁
表
右
上
方

よ
り
、

「
秘
閣
図
書
之
章
」

・

「
日
本
政
府
図
書
」

(後
者
は
巻
末
に
も
あ
る
。
い
ず

れ
も
方
形
朱
陽
刻
)
⑭

片
カ
ナ
交
り
⑮

一
筆

。

㈲

国
立
国
会
悩
書
館
蔵
本

江
戸
中
末
期
写

①

↓
二
五
-
九

一
②

左
端
上
方

に
子
持
枠
無

地
紙
原

題
簽

「
応
仁
別
記

全
」
(旧
蔵
者
東
京
図
書
館
貼
付
か
)
③

な
し
④

一
巻

一
冊
⑤

ク
リ
ム
色
地

に

　

　

「
東
京

図
書
館
蔵
」
各
字

を
散
ら

し
模
様

に
し
た
も

の
⑥
ε

×
9
⑦

袋
綴

り
ゐ

　
　

⑧
楮
紙
⑨

遊
紙

な
し
、
本
文
墨
付
57
丁
⑩

9
行
⑪
墨
見
消

・
書
入
と
も
伺

筆
⑫

な
し
⑬

一
丁
表
右

上
方

よ
り
、

勹
東
京
教
育
博
物
館
印
L

.

「
東
京

図
書
館
蔵
」

(以
上
、
方
形
朱
陽
刻
)

・

「
温
故
堂
文
庫
」

(長
方
形
子
持
枠

朱
陽
刻
)

・

「
和
学
講
談
所
」
、
ま
た
、
明
治

二
十

二
年
七
月

一
日
所
蔵

を

記
し
た
帝
国
図
書
館
印
が
あ
る
⑭

片
カ
ナ
交
り
⑮

一
筆

。

㈲
神
宮
文
庫
蔵
林
崎
文
庫
本

江

戸
中
期

写

①

八
五
三
②

左
端
上
方

に
打
付
書

「
応
仁
別

記

乾

(
岬
)」
(同
筆
か
)
③

む

　

端
作
り

「応
仁

別
記
」
④

二
巻

二
冊
⑤
丁
字
引
紙
原
表
紙
⑥
7
・
×
7
・⑦
袋

り
ゐ

て
よ

綴
⑧
楮
紙
⑨

遊
紙

な
し
、
本
文
墨
付
上
冊
35
丁
、
下
冊

丁
⑩

9
行
⑪

墨

書

入

(同
筆
)
⑫
な

し
⑬

一
丁
表
右
上
隅

「
林
崎
文
庫
」
、
そ

の
下

「
林
崎

文
庫
」
、

裏
表
紙
見
返
し
左
下

「
天
明
四
年
甲
辰
八
月
吉
旦
奉
納
皇
太
神

宮
林
崎
文
庫
以
期
不
朽
京
都
勤
思
堂
村
井
古
巌

敬
義
拝
」
⑭

片
カ
ナ
交
り

⑮

一
筆

。⇔

の
⑤

の
神
宮
文
庫
蔵
林
崎
文
庫
本

と
同

一
書
写
者

・
同
体
裁

。

㈲
宮
内
庁
書
陵
部
蔵
松
岡
文
庫
本

宝
暦
八
年

(
一
七
五
八
)
写

①

二
〇
七
-
四

一
二
②

左
上
隅

に
打
付
書

「
応
仁
別
記
」

(別
筆
。但
し
、同

時
代
)

③

端
作
り

「
応

仁
別
記
」
④

一
巻

一
冊
⑤
丁
字
引
き
紙
原
表
紙
⑥

ユ

　

乞

×
&
⑦
袋

綴
⑧

楮
紙
⑨

遊
紙

な
し
、
本
文
墨
付
53

丁
⑩
⑩
行
⑪
墨
見
消

　

　　

.耄

.入
と
も
同
筆

付
箋
は
別
筆
⑫
五
+
三
丁
蹇

、

電

斈

鹸
年
以

弘
文
院
春
斎
本
写
之
L

の
本
奥
書
、
五
十

三
丁
裏

に
、

「
宝
暦
八
年
十

二

月

五
日
写
之

東
都

竹
叢
高
尚
家
蔵
」

の
書
写
奥
書
ぶ
あ
る

(
同
筆
)

⑬

一.丁
表

右
上
隅

「
帝
室
図
書
」

(方
形
朱
陽
刻
×

右
端
下
方

に

「
松
岡

文
庫

」

一
23

一



(長
方
形
朱
陽
刻
V
⑭
片
カ
ナ
交
り
⑮

一
筆
。
.本
奥
書
の

「弘
文
院
春
斎
」

と
雄
羅
山
の
第
三
子
で
林
家
を
継
い
だ
林
鵞
峯
、
書
写
奥
書
の

「竹
叢
高

尚
」
と
は
幕
府
大
御
番
の
小
野
高
尚
、

「松
岡
文
庫
」
主
は
筑
後
久
留
米

と
き
ヶ
た

藩
士

(江
戸
在
住
)

で

和
学
講
談
所
会
頭
松
岡
辰
方

で
あ
る
。
な
お
、
本

書
を
含

め
た
以
下

の
00

・
㈲

・
働
本

は
、
同

一
系
統
本

で
あ
る
。
ま
た
、

㈲

の
南
葵
本
は
本
書
を
転
写
し
た
も

の
。

⑩
東
京
大
学
総
合
図
書
館
蔵
大
田
南
畝
旧
蔵
本

安

永

七

年

(
一
七
七
八
)

写①
直
0
0
d

六
二
六
九
②

左
端
上
方

に
楮
紙
原
題
簽

「応
仁

別
記

全
」

③
端
作
り

「
応
仁
別
記
上
」

(但
し
、
下
巻
の
表
示
な
し
。
⑫
の
南
畝
識
語
参

ワ
ム

　コ

照
)
④

一
巻

一
冊
⑤
鶯
色
無
地
紙
原
表
紙
⑥
乳
×
&
⑦
袋
綴
⑧

楮
紙
⑨

り
ゐ

つ　

遊
紙
な
し
、
本
文
墨
付
上
巻
器
丁
、
下
巻
22
丁
、
識

語
1
丁
⑩

12
行
⑪
墨

見
消

・
書
入
と
も
同
諺

辛

丁
裏
に
、

「覺

斈

獻
年
弘
文
院
春
斎

写
本
校
合
之
」
の
本
奥
書
(
後
表
紙
見
返
し
に
、

「応
仁
別
記
一
巻
某
家

所
蔵
也
因
水
母
散
人
而
借
焉
命
家
弟
謄
写
讎
校

一
過
原
本
為
上
下
一一巻
蓋

後
人
所
為
也
今
従
春
斎
本
而
改
之

安
永
七
年
暫

七
月
初
五
日

南
畝

子
識
」
⑬

前
表
紙
見
返
し
中
央

隔
東
京
帝
国
大

学
図
書
印
L
、

一
丁
表
右

端
下
方

「
大
田
氏
蔵
書
」
(長
方
形
朱
陽
刻
。
巻
末
に
も
)

・

「
南
畝
文
庫
」

(方
形
朱
陽
刻
)
、
南
畝
識
語

の
首

に

「
□
□
士
林
」

(角
丸
長
方
形
朱
陽
刻
)
、

尾

に

「
南
」

「
畝
」
(
方
形
朱
陽
刻
)

⑭
片

カ
ナ
交
り
⑮

一
筆
。
識
語

の
み

南
畝
自
筆

。

ω
東
京
大
学
総
合
図
書
館
蔵
南
葵
文
庫
本

文
化
十
年

(
一
八

一
三
)
写

①

G

二
四
ー
五

六
七
②

左
端
上
方

に
白
紙

に
金

切
箔

題
簽

(改
修
)
「
応
仁

別
記
」
③

端
作
り

「
応
仁

別
記
」
④

一
巻

一
冊
⑤
丁
字
引
紙

原

表

紙

⑥

な
り

　

器

恢
⑳
⑦
袋
綴
⑧
楮
紙
⑨
遊
紙
首
尾
各

1
丁
、
本
文
墨
付
35
丁
⑩

六
丁
表

ま

で
U
行
、

以
降
12
行
⑪

朱

・
墨
見
消
、
墨

書
入
、

い
ず

れ
も
同
筆
⑫

巻

末
に
霓

斈

鹸
年
以
弘
文
院
春
栗

写
之
L

「宝
暦
八
年
+
二
月
吾

写
之

東
都

竹
叢
高
尚
家
蔵
」

の
本
奥
書
ど

「
文
化
十
歳
癸

酉
秋
八
月

小
盡
日
再
写
」

の
書
写
奥
書

(
同
筆
)
⑬

首
遊
紙
中
央

「東

京
帝
国
大

学

図
書
印
」
、

一
丁
表
右
下
隅

「
南
葵
文

庫
」

(方
形
朱
陽
刻
)
、

尾
遊
紙
中

央

に
南
葵
文
庫
明
治
三
十

六
年
十

二
月

二
十

一
日
購
入
を
示
す
印

(伺
館

蔵
南
葵
文
庫

『応
永
記
』

・

『鎌
倉
乱
記
』
に
も
同
印
が
あ
る
)
⑭
片

カ
ナ
交

り

⑮

一
筆
。
㈲

の
書
陵

部
松
岡
本

の
転
写
本
。

㈱
名
古
屋
市
鶴
舞

中
央

図
書
館
蔵

河
村
本

江

戸
末
期

写
か

①

河
オ
ー
七
②

左
端

上
方

に
子
持
枠
紙

題
簽

(改
か
)

③
応
仁
別
記
④

一

　

りむ

巻

一
冊
⑤

丁
字
引
原
表
紙
⑥

乞

×
9
・⑦
袋
綴
⑧
楮
紙
⑨
遊
紙

な
し
ハ
本
文

の
ん

　
よ

墨
付
42
丁
⑩

11
行
⑪

な
し
⑫
巻
末

に

「
寛
文

十
庚
戌
年
以
弘
文
院
春
斎
本

写
之
」

の
本

奥
書
⑬

一
丁
表
右
下
隅

「
市
立
名
古

屋
図
書
館
蔵
書
印
」
、

そ

の
下

「
河
邑
家
蔵
」
⑭

片
カ
ナ
交

り
⑮

一
筆
。
'

03
静
嘉
堂
文
庫

蔵
本

新

写
か

①

七
二
ー

三
五
②
左
端
上
方

に
子
持
枠
楮
紙
題
簽

「
応
仁
別
記
考

完

」

　
　

　
り

③

端
作

り

「
応
仁
別
記
」
④

一
巻

一
冊
⑤
茶
色
無
地
紙
原
表
紙
⑥
a

×
&

り
ゐ

ユ

⑦
袋
綴
⑧
楮
紙
⑨
遊
紙

な
し
、
本
文
墨
付
60
丁
⑩
10
行
⑪
墨

書

入

あ

り

(
同
筆
)
⑫
本
奥
書

の
模
写
あ
り
。
「
明
和

七
年
庚
寅
冬
十

一
月
望
旧
写
之
畢

又
別
有
応
仁
記

二
巻
与
此
書
不
同
也

倶
勢
平
蔵
貞
丈
写
之
ト
⑬

一
丁
表

右

上
隅

と
巻
末
左
下

「
宮
島
文
庫
」
(方
形
朱
陽
刻
)、

一
丁
表
右
下

「
宮
鴪

本
」
(長
方
形
朱
陽
刻
)
、
そ

の
下

「
静
嘉
堂
蔵
書
」
、
巻
末

「
宮
島
文
庫
」
、

そ

の
下

「
焦
美
園
」
(
楕
月
形
朱
陽
刻
)
⑭
片

カ
ナ
交

り
⑮

一
筆
。

頭
注
な

ど

の
書
入
は
本
書

の
書
写
者

の
も

の
で
は
な
く
、
す
べ

て
貞
丈
の
も

の
9

㈹

の
架
蔵
本
も
同

じ
。

一24}



㈹
筆
者
架
蔵
本

新
写
か

①
な
b
②
左
端
上
方
に
子
持
枠
楮
紙
原
題
簽
、
「応
仁
別
記
伊
勢
平
蔵
貞
丈

写
全
」
③
端
作
り

「応
仁
別
記
」
④

一
巻
一
冊
⑤
浅
葱
色
布
目
地
紙
原
表

　
エ

に
り

、
紙
⑥
乳

×
&
⑦
袋
綴
⑧
楮
紙
⑨

遊
紙
首

1
丁
、
本

文
墨
付
59

丁
⑩

10
行
⑪

り
ぬ

ド

　

よ

墨

書
入
あ
り

(同
筆
)

⑫
本
奥
書
あ

り
。

「
明
和

七
年

庚
寅
冬

十

一
月
望

　
マ

マ
　

日
写
之

畢
又
別
有
応
仁
記

二
巻
与
此
書

不
伺

也

餌
勢
平
蔵
貞
文
写
之
」

⑬

」
丁
表
端
作

り
下

「
佐
山
文
庫
」

(長
方
形
凍
陽
刻
)、

右
下
隅

r
「
佐
山

重
致
」

(方
形
朱
陽
刻
)
⑭
片

カ
ナ
交

り
⑮

一
筆
。
鰌

の
静
嘉
堂
本

と
同
じ

く
伊
勢
貞
丈
本
を
祖
本
と
す
る
が
、

「
貞
丈
」
を

「
貞
文

」
と
す
る
よ
う

な
誤
写
が
あ
る
。

的
応
仁
乱
記
「
.

ω
宮
内
庁
書
陵
部
蔵
松
岡
文
庫
本

'
寛

政
十
年

(
一
七
九
八
)
写

か

①

二
〇
七
-

四
三
〇
②
左
端
上
方

に
打
付
書

「
応
仁
乱
記
」
(後
筆
か
)
③

む

りむ

な
し
④

一
巻

一
冊
⑤

丁
字
引
紙
原
表
紙
⑥
乳

×
軌
⑦
袋
綴
⑧
楮
紙
⑨
遊
紙

り
ゐ

つ
　

尾

1
丁
、
本
文
墨
付

6
丁
⑩
10
行
⑪
墨
書
入
あ
り

(
同
筆
)
.⑫

巻
宋
従
、

「
応
仁

之
乱
之
記
也
雖
無
指
文
章

為
童
子
写
置
者

也
」

の
識

語
が
あ
る
⑬

前
表
紙

見
返
し
申
央

「
寛

政
」

(長
方
形
朱
陽
刻
)
・

「戊

」
(方
形
朱
陰
刻
)

.

「
午
」

(
方
形
朱
陽
刻
)
、

一
丁
表
右
上
隅

「帝

室
図
書
」

・

「
松
岡
文

庫
」
⑭
真
名
⑮

一
筆
。
②

の
書
陵
部
本

は
、
本
書

の
忠
実

な

転

写

本
。

「
松
岡
文
庫
」

に

つ
い
て
は
、
㈲

の
㈲
参
照
。

ρ
②
宮
内
庁
書
陵
部
蔵
本

江
戸
末
期
写

①

二
〇
七
-
四

一
三
②

左
端
上
方

に
紙
題
簽

(
原
か
)
「
応
仁
私
記
」
③

端

作
り

「
応
仁
之
私
記
」

(朱
書
。
同
筆
か
)
⑮
ω

の
松

岡
本
と
文
字
遣

い

・

字
配

り

・
行

数

に
至
る
ま
で
す
べ
て

一
致
。
松

岡
本

は
内
題
が
な
く
、
外

題
は
あ

っ
て
毛
後
筆
だ
か
ち
、
本
来

の
書

名
は

「
億
仁

私
記
」
で
あ

っ
た

か
。

㈹
応
仁
略
記

ω
名
古
屋
市
鶴
舞
中
央
図
書
館
蔵
河
村
本

明
和
九
年
(
一
七
七
二
)
写

①
河
オ
ー
八
②
左
端
上
方
に
子
持
枠
楮
紙
題
簽
(改
)
「応
仁
略
記
」
③
応

　

りむ

仁
略
記
④
二
巻
一
冊
⑤
丁
字
引
原
表
紙
⑥
乳
×
乳
⑦
袋
綴
⑧
楮
紙
⑨
遊
紙

り
ゐ

　
よ

な
し
、
本

文
墨
付

上
巻
26

丁
、
下
巻
36
丁
⑩
11
行
⑪
墨
見
消

・
書
入
あ
り

(同
筆
)
⑫
巻
宋

に
、

「
明
和

九
年
壬
辰
十
月
謄
写
」

の
奥
書
⑬

一
丁
表
右

下
隅

「
市
立
名
古

屋
図
書
館
蔵
書
印
」
、
そ

の
下

「
河
邑
家
蔵
」
⑭

平
が

な
交

り
⑮

一
筆
。
河
村
秀
頴
旧
蔵
本
。

②
水
府
明
佃
悶A
本
彰
考
館
曲威
甲
本

延
宝

六
年

(
一
六
七
八
)
写

①

丑
部

二
一二
ー
〇

六

一
六
～
七
②

上
巻
は
左

端
上
方

に
打
付
書

「
応
仁
略

記

一
名
劫
濁
発
心
略
記
乾
」
、

下

巻
は
左

端
上
方

に
子
持
枠
紙
題
簽

「
劫
濁

発
心
略

記
」

(両
者
と
も
に
別
筆
か
。
上
巻
の

二

名
劫
濁
発
心
略
記
」

は
後
筆

か
)
③
序

題

「
劫
濁
発
心
略
記
亦
号

一
見
慚
愧
抄
」
・
目
録
題

「
応
仁
略
記
」

　

　

④

二
巻

二
冊
⑤

ク
リ
ー
ム
色
地

に
雲
母
刷
り
紙
原
表
紙
⑥
a

×
9
⑦
袋
綴

　

つ　

⑧
楮
紙
⑨
遊
紙
な
し
、
本
文
墨
付
上
巻
52
丁
、
下
巻
45
丁
⑩

8
行
⑪

朱

・

墨
両
様

の
書
入
あ
り

(別
筆
か
)
⑫

下
巻
巻
末

に

「
延
宝
戊

午
歳
以
林
白

水

本
写
之

洛
雄
新
謄
本
」

の
奥
書
⑬

一
丁
表
右
下

(下
巻
は
巻
末
左
下
に
も
)

「
彰
考
館
」
⑭

真
名
。
但
し
、
下
巻

の

一.部
片
カ

ナ
交
り
⑮

上

・
下
巻

は

別
筆

。
但

し
、
同

時
代

写
。
本
書

は
他
本

と
違

っ
て
真
名
表
記

で
あ
り
、

ま
た
、
最
後

に

「南
無

三
宝
多
」

を
付
加
。

③
水
府

明
徳
会
彰
考
館
蔵

乙
本

,江
戸
申
期
写

か

①

丑
23
1

0

一
六

一
四

～
五
②

左
端
上
方

に
子
持
枠

紙
題
簽

(改
)
「
応
仁

略
記

上

(
下
)」

③
応
仁
略
記
上

(下
)
④

二
巻

二
冊
⑤

紺
色
地

に
草
花
浮

　

　

ら

し
模
様

の
紙
原
表
紙
⑥
乳

×
軌
⑦

袋
綴
⑧

楮
紙
⑨

遊
紙

上
冊
は
首

尾
各

1

り

臼

.

¶
⊥

咋%　



丁
、
下
冊
は
首
1
丁
、
・本
文
墨
付
上
冊
43
丁
、
下
冊
認
丁
⑩
10
行
⑪
朱
書

入

(
別
筆
)
と
墨
書
入
(同
筆
)
⑫
下
巻
巻
末
に

「用
雛
陽
之
書
賈
林
白
水

之
本
抄
謄
」
の
奥
書
⑬
各
冊

一
丁
表
右
下

「彰
考
館
」
⑭
平
が
な
交
り
⑮

一
筆
。

㊨
細
川
勝
元
記

ω
東
京
大
学
総
合
図
書
館
蔵
南
葵
文
庫
本

江
戸
初
期
写

①
H
二
〇
ー

一
四
九
六
②
左
端
上
方
に
紙
原
題
簽

「細
川
勝
元
記
」
③
な

　

りの

し
④

一
巻

一冊
⑤
焦
茶
色
無
地
紙
原
表
紙
⑥
a
×
孰
⑦
袋
綴
⑧
斐
楮
交
漉

リ
ム

つ
　

紙
⑨
遊
紙
首

尾
各

1
丁
、
本
文
墨
付
75
丁
⑩

8
行
⑪
墨
見
消

は
同
筆
、
墨

書
入

は
別
筆

か
⑫
な
し
⑬
前
表
紙
見

返

し

「
東
京
帝
国
大
学
図
書
印
」
、

一
丁
表
右
上
隅

「
旧
和
歌
山
徳
川
氏
蔵
」
、
右

下
隅

「
南
葵
文
庫
」

(
い
ず

れ
庵
方
形
朱
陽
刻
)
⑭
片

カ
ナ
交
り
⑮

一
筆
。
管
見

の
限

り
で
は
、

『
細
川

勝

元
記
』
諸
本
中

の
最
善
本
。

②
宮
内
庁
書
陵
部
蔵
続
群
書
類
従
原
本

江
戸
末
期
写

か

①
四
五
三
-

二

(巻
五
七
九
)
②
首
遊
紙

に
薄
茶
色
無

地
紙
題
簽
貼
付

(規

格
品
)
.
「
続
群
書
類
従
五
百
七
十
九
細

川
勝

元
記

全
」

(同
筆
か
。

「続
群
書

類
従
」
は
木
版
)
③

端
作
り
・
「細

川
勝

元
記
」
(朱
書
。
別
筆
か
)
④

一
巻

一

つ　

む

冊
⑤
浅
葱
色
無
地
紙
原
題
簽
⑥
a

×
乳
⑦
袋
綴
⑧
楮
紙
⑨
紙
遊
首

1
丁
、

リ
ム

ユ

本
文
墨
付
48
丁

⑩
10
行
⑪
墨

見
消

(
同
筆
V
⑫
な

し
⑬

一
丁
表
右
上
方

「宮

内
省
図
書
印
」
八
方
形
朱
陽
刻
)
⑭
片

カ
ナ
交
り
⑮

亠
筆
。

続
群
書
類

従
巻

五

七
九
所
収

『
細
川
勝
元
記
』
原
本
。

㈲
国
立
公
文
書
館
内
閣
文
庫
蔵
本

江
戸
末
期
写

①

一
六
七
-

一
二
四
②
左
端
上
方

に
桃
色
無
地
紙
題
簽

「
細
川
勝
元
記

全
」
(別
筆
)
③

端
作
り

「
細
川
勝
元
記
」
④

一
巻

一
冊
⑤

白
茶
色
無
地
紙

　

　

、
原
表
紙
⑥
&

×
L
⑦
袋
綴
⑧
楮
紙
⑨
遊
紙
な
し
、
本
文
墨
付
55
丁
⑩

9
行

n∠

2

⑪
墨
書
入
(別
筆
)
⑫

な
し
⑬
前
表
紙
見
返

し
左
下
隅

h
日
本
政
府

図
書
」
、

一
丁
表
右
上
方

「
秘
閣
図
書

之
章

」

(長
方
形
朱
陽
刻
)

・

「
秘

閣
図
書

之

章
」

(方
形
朱
陽
刻
)

・
⑭

平
が
な
交
り
⑮

一
筆
。

振
り
が
な
は
別
筆
か
。

青
墨
で
錯

簡
あ
る
旨
を
記
し
た
付
箋

が
三
箇
所

あ
る
。

㈲
加
賀
市
立
図
書

館
蔵
聖
藩
文

庫
本

江

戸
末
期

写

①
古

戦
記
三
九
四
②
左

上
方

に
楮
紙
題
簽

「
細
川
勝

元
記

全
」
③

な
し

　

　

④

一
巻

一
冊
⑤
青

緑
無

地
紙

原
表
紙
⑥
乳

×
3
⑦
袋
綴
⑧
楮
紙
⑨
74
丁
⑩

　ユ

ユ

8
行
⑪

な
し
⑫

な
し
⑬

一
丁
表
右
上
隅

「
錦
城
小
学
校
印
」
。
「
錦
城
小
学

校
」
は
加
賀
市

立
校

で
、
聖
藩
文
庫
本
が

一
時
同
校

に
保
管

さ
れ

て
い
た

た
め
の
押

印
⑭
片

カ
ナ
交
り
⑮

一
筆
。

⑤
幸
田
成
友
旧
蔵
本

未

見

嗣2
6
亠
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